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はじめに

港北区と緑区は,昭和61年11月の戸塚区の再編成以降.全国の行政区の中で.人口が1.

2位を占める現株となりましたO両区の中でも.人口の相加が著しい田rBl都市線沿線地域と

新しい術づ くりがすすむ港北ニュータウン地域では,行政サービスの向上がそこに住む市

民の皆様の共通の願いでありましたC

こうしたWlいにこたえるため,本市では,緑区北部支所と港北ニュータウン行政サービ

スセンターを設芯するなど,両地域での段階的な行政サービスの向上に努めてきたところ

ですが,近年.スポーツ.文化.福祉,保健.防災などの地域におけるニ-ズが多様化す

る中で,地域特性にあわせた街づ くりの推進やより身近できめ細かな行政サービスの提供

などが区行政の大きな課題となってまいりました｡

そこで,｢市民に身近な区の実現｣を目指すとともに田陸丁都市根治繰地域と港北ニュータ

ウン地域の行政サービスの向上をはかるため,港北区と緑区の再編成を行うこととし,あ

わせて新区の総合庁舎や公会堂,EgIgLF館,区スポーツセンターなどの整備をすすめること

としました｡また,行政区再編成に当たっては,｢市民の参加による再編成｣を基本fEB!念と

して,区の境界の検討や新区名の遊走など様々な場面におきまして.地元代表の方々をは

じめ多くの市民の皆様に御参加いただき,準備をすすめてまいりましたD

こうして,昨年11月6Elに晋雅区と都筑区が誕生,新しい区域で港北区と緑区が再出発

し,本市は16区制から18区制へと新時代を迎えました｡新区の総合庁舎や公会堂,囲む館,

区スポーツセンターなども4月には開設し,行政サービスの充実をはかることができると

思います｡

これも市民の皆様をはじめ関係各位の多大な御支援と御協力のJi碁と,深 く感謝する次第

であります｡

これからは,昨年末に甚本計画が確定した ｢ゆめはま2010プラン｣の実現に向け,18区そ

れぞれの個性が光る安全で快適な街づ くりを市民の皆様と行政とのパー トナーシップで進

めていきたいと思います｡

このたび.斯港北区,新緑区,晋斐区及び都筑区が誕生するまでの記録を ｢横浜市行政

区再編成の記録｣として刊行することといたしましたが.本ILtが各方面で広 く活用される

とともに,今回の再編成に対する御世解をいただければ辛いですO

平成7年3月

横浜市長 高秀 秀信
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▲新港北区･港北区制55同年記念式典

▲上空から見た新横浜駅J.1'J迎

▲大倉山記念館 ▲区民の憩いの蟻r大倉山梅林J



▲新しい緑区を祝う災い｢小学生によるくす玉割り｣

▲｣二空から見た中山駅周辺

▲ゆったりと流れる松見川 (鴨居付近) ▲区民のオアシス｢三保市民の森｣

▲先端技術産業が立地す る白山ハ イテクパー ク



青葉区●
▲音楽区誕生記念式典

コーラスグループをパックにあいさつする市長

▲上空から見た背糞台駅周辺

▲街路樹のある住宅地 (美しが丘三丁目付近) ▲区民のオアシス ｢寺家ふるさと村｣



▲都筑区誕生記念式glと｢シンボルマークの発表｣
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▲鶴見川沿いの市内有数の工菜地滞
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凡 例

1 用語については,統一的な使用に留意しましたが,使い分けた方が適切な場合や

理解しやすい場合には別の表現としました｡

例 :行政区再編成･- -再編成

(新4区)

港北区 ･.･ -･A区,新港北区

緑 区 -･ --B区,新緑区

青葉区 - --C区

都筑区 - ･･･-D区

2 名称及び年号等については適宜,略記あるいは省略しました｡

例 :横浜市行政区再編成審議会 - ･･･審議会,行政区再編成審議会

横浜市行政区再編成審議会小委員会･ ･ ･小委員会

横浜市行政区の再編成に関する答申 ･ ･･･.審議会答申,答申

区の設置並びに区の事務所の位置,

名称及び所管区域を定める条例-- -｢区の設置条例｣

横浜市港北区及び緑区の再編成に関する

｢再編成に関する条例｣

3 市会試案は特段のただし書きがない場合は,市長提案です｡





行政区再編成の記録◎日次

序 章 身近な行政サービスの実現をめざして

1 行政区再編成のスタート

2 行政区再編成の実施

第 1章 行政区再編成の必要性

1 行政区の役割

2 横浜市行政区の歩み

3 行政区再編成の必要性

第2章 行政区再編成審議会の答申

1 行政区再編成への動き

2 行政区再編成審議会の設置

3 市長の諮問と審議の経過

4 港北区及び緑区再編成の中間案

第 3章 港北区及び緑区の 4分割

1 答申の地元説明

2 ｢横浜市港北区及び緑区の再編成に関する条例｣の制定

3 ｢再編成に関する条例｣案の箸議 と議決

第 4章 区名 ･再編成期日等の決定

1 区名選定委員会の設置

2 アンケー ト調査の実施

3 区名の公募

4 区名選定委員会の宥議

5 区名の決定

6 再編成期日

7 ｢区の設置条例｣の改正

8

9

11

12

17



第 5章 新区総合庁舎等の整備

1 青葉区総合庁舎の整備

2 都筑区総合庁舎の整備

3 区役所,保健所,消防署等の開設及び整備

4 市民利用施設の整備

第 6章 新区開設準備

1 行政区再編成連結合議

2 区役所事務の移管

3 関係行政棟関等との協言残

第 7章 行政区再編成に関連する事項

1 人口告示と議員定数

2 衆議院議員の選挙区画

3 選挙管理委員会の再編成

4 新町の設定及び住居表示

5 関連条例の整備

6 区民の手続

8 新区発足記念式典

9 新区開設記念行事

第 8章 住みよい街づ くりをめざして

1 港北区

2 線区

3 青葉区

4 都筑区

行政区再編成関連資料



序章

身近な行政サービスの
実現をめざして

J匝 政区再編成のスタート
区制が発足した昭和2年,横浜市に鶴見区,神奈川区,中区,保土ヶ谷区及び磯子区の5区が誕

生し,その後,昭和14年の市城拡張により港北区と戸塚区が新設され,ほぼ現在の市城になりまし

た｡城崎体制下の昭和18年,19年には,中区から南区,西区が分区され,また,戦後の昭和23年に

は,磯子区から金沢区が分かれ,10区制となり,昭和44年の内陸4区の再編成まで,約20年間続き

ました｡

昭和44年に行われた行政区再編成は,戦後の高度経済成長期に人口が急増した郊外部と既成市街

地との行政サービスや住民の利便性などの不均衡を解消する目的で行われたもので,この再編成に

より,港南,旭,緑,瀬谷の4区が誕生し,10区制から14区制となりましたO

その後も郊外地域を中心に人口増加が続き,昭和44年当時200万人であった人口も昭和60年には,

300万人を突破 し,中でも戸塚,緑,港北の3区については,全国の行政区のなかでも1位から3

位を占める規模に成長しました｡

そうした中で,昭和59年にだされた行政区審議会の答申では,戸塚区については3分割すること

が妥当であるとしましたが,港北区と緑区については,港北ニュータウンの熟成を待って,将来は

4分割が想定されるが,当面の間は田園都市線沿線地域及び港北ニュータウン地域の行政サービス

の向上を図る必要があるとしています｡

この答申を踏まえて,昭和61年11月に戸塚区の再編成を実施し,緑区の田園都市線沿線地域を管

轄する北部支所を設置しました｡また,平成4年5月に港北ニュータウン地域についても行政サー

ビスセンターを設置するなど,行政サービスの向上に努めてきました｡

しかしながら,近年,地域におけるニーズが多様化するなかで,それぞれの地域の状況に応じた

きめ細かな施策や個性ある街づ くりの推進が求められています｡これらのニーズに対応するために

は,よりきめ細かな行政サービスの提供と区における総合行政の一層の推進を図る必要がありますO

そこで,本市では平成元年11月に前の総合計画 ｢よこはま21世紀プラン｣を見直す中で,その第

3次実施計画に,｢区間の不均衡を是正し,身近できめ細かな行政サービスの実現をはかるため,

港北区及び緑区の再編成を実施する｣ことを盛 り込み,平成6年度の実施に向け,スタートしまし

た｡

{ 二二二二二:



ド

2匝 政区再編成の実施
今回の再編成をすすめるに当たって,基本としたことが2点あります｡その一つは,｢市民参加

による行政区再編成の実施｣です｡具体的には,より多くの市民参加により,民主的な再編成を進

めていくため,審議会の設置や区名公募に先立ち,両区の区民を対象にアンケート調査を実施した

ことや審議会委員及び区名選定委員についてもできるかぎり,多数の地元関係者の参画をいただき,

線引きに対する地元意見の聴取や審議会の中間案等の地元説明会の実施など地元意見の反映に努め

ました｡

二つ目は,前回の戸塚区の再編成の反省点に立ち,再編成実施と同時に本市の各行政施設を開設

することと再編成にあわせて市民利用施設の整備を進めることでした｡新区における本市の行政施

設については,一部庁舎を除いて結合庁舎や土木事務所等の完成が再編成時に間に合いませんでし

たが,再編成時には,既存施設を活用するなどして,区役所,保健所,消防署,土木事務所といっ

た市民に身近な行政施設を開設いたしましたoまた,市民利用施設についても,公会堂,図書館,

区スポ-ツセンターなどをこの4月に開設することができますO

こうして,昨年の11月6日,新 4区が誕生しましたが,今後は,同年12月末に確定をしました本

市の新しい総合計画 ｢ゆめはま2010プラン｣基本計画で示されている ｢市民の活動と参加に支えら

れた活力ある地域社会の実現｣に向け,市民の身近な活動の場や支援の仕組みつ くりをするととも

に区役所の機能強化をはかり,区における総合的な行政サービスを推進していきますo

▲上空から見た鶴見川 (新J】‖句橋付近) ▲上空から見た鶴見川 (落合橋付近)



第1章
行政区再編成の必要性

Jl行政区の役割
広い市城と膨大な人口を擁する大都市にあっては,その抱える都市間題も多岐にわたっており,

事務の複雑化,高度化とともに,それを処理する組織,機構も大規模化 ･専門技術化の傾向にあり

ますC

こうした状況では,事務のすべてを市役所だけで一元的に処理することは不可能であり,行赦の

効率性や住民の利便性からいっても適切ではなく,都市としての統一性や整合性を保持しながらも,

地域ごとに事務処理を分散させることが要請されます｡

こうしたことから,政令指定都市においては,市と区との役割分担がなされ,統一的,全市的な

行政を行う ｢市｣と,市民との接点にあって身近な行政を担当する ｢区｣がそれぞれの機能を分担

することによって,事務を円滑かつ効果的に執行するとともに,住民の利便性の確保が図られてい

ますO.

また,地域行政の課題が,まちづくり,福祉 ･保健,生涯学習など広範囲に及んでいる今日,区

は,地域行政を総合的に推進していく機関として,各種市民サービスの充実を図り,地域の特性に

あわせた施策を積極的に展開していくことが求められています｡

2I横浜市行政区の歩み
(1)区制施行以前 (昭和2年まで)
横浜に市制が施行されたのは明治22年 (1889年)です｡当時の市域は,現在の西区及び中区のう

ち本牧 ･根岸を除いた5.4平方キロメートルで,人口は約12万人でした｡

その後,明治34年 (1901年),44年 (1911年),昭和2年 (1927年)と,3次にわたって橘樹郡神

奈川町,保土ヶ谷町,鶴見町,久良岐郡本牧町,大岡川村など近隣町村との合併を重ね,市城面積

は133.9平方キロメートル,人口は約53万人に達しました｡

烏凹
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G2)市域拡張に伴う区の設置

昭和2年 (1927年)の第3次市城拡張の結果,横浜市は東京,大阪,京都,名古屋に続く大都市

となり,鶴見区,神奈川区,中区,保土ヶ谷区及び磯子区の5区により区制が施行されましたoそ

の後,昭和11年 (1936年)12年 (1937年)とさらに久良岐郡金沢町などとの合併を重ね,さらに昭

和14年 (1939年)の第6次市城拡張により,面積は401.0平方キロメートルと,ほほ現在の市城に

なるとともに,人口も87万人に達しました｡このとき,新たに加わった区域を中心として,港北区

と戸塚区が新設されました｡

(3)人口増等による行政区再編成
戦時体制下の昭和18年 (1943年)には,中区から南区が,昭和19年 (1944年)には,同じく中区

から西区が分離誕生し,城後に入って,昭和23年 (1948年)に磯子区から金沢区が分かれて10区制

となりました｡

高度成長期に入ると,工業化や都市化が急速に進展するとともに,首都圏への人口集中が進み,

横浜市の人口も,昭和23年 (1948年)当時86万人であったものが,昭和37年 (1962年)に150万人,

昭和43年 (1968年)には200万人を突破するなど,飛躍的に増加し,東京 (区部),大阪に次く､大都

市となりました｡

こうしたなかで,行政サービスや住民の利便性などの点で,既成の市街地と郊外部との間の不均

衡を解消する必要が生じたため,内陸4区の再編成を昭和44年 (1969年)に実施し,南区から港南

区,保土ヶ谷区から旭区,港北区から緑区,戸塚区から瀬谷区がそれぞれ新たに設けられ,14区制

になりました｡

その後,郊外部での人口の増加がなお続き,昭和53年 (1978年)には,横浜市は,大阪を抜いて

全国第2位の都市となり,昭和60年 (1985年)には300万人を突破しました｡

こうしたなかで,昭和61年 (1986年)戸塚区が3分割され,栄区及び泉区が新設されたほか,緑

区に北部支所が設置され,16区役所1支所の体制となりました｡

lET]



横浜市における区制の沿革
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3匝 政区再編成の必要性
今日,市民のニーズがますます多様化 しつつあるなかで,それぞれの地域の状況に応 じたきめ細

かな施策の展開や個性ある街づ くりの推進が求められていますoまた,郊外区では,人口の増加に

対する都市基盤整備の遅れなどの課題を,各地域の特性に合わせつつ解決 していくことが強 く要請

されています｡

しかし,区の規模が大きくなると,そうした課題への迅速で効果的な対応が困難になってくるほか,

区役所までの距離や事務処理に要する時間をはじめとして,住民生活の利便性が損なわれてくるな

ど,各種行政サ-ビスの提供にあたっても,他の区との間に格差をもたらすことにもなってきますo

そこで,横浜市は,区間の不均衡を是正 し,市民に身近な行政の推進と行政サービスの一層の向

上を図るため,｢よこはま21世紀プラン｣第3次実施計画のなかに,港北区と緑区の再編成を盛 り

込みましたO

〔表1 区別の人口の推移〕

区 別 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成 2年

全 市 2,621,771(100) 2,773,674(106) 2,992,926(114) 3,220,331(123)

1区平均 187,269(100) 198,120(106) 213,780(114) 201,271(107)

鶴 見 242,808(100) 231,477(95) 237,083(98) 250,100(103)

神 奈 川 213,645(100) 201,794(94) 201,062(94) 205,510(96)

西 89,015(100) 80,539(90) 78,858(89) 76,978(86)

辛 131,346(100) 121,476(92) 118,274(90) 116,634(89)

南 198,187(100) 192,020(97) 191,578(97) 194,617(98)

港 南 151,682(100) 185,713(122) 206,980(136) 224,036(148)

保土ヶ谷 177,092(100) 179,860(102) 184,013(104) 195,795(111)

旭 200,245(100) 210,887(105) 234,544(117) 248,882(124)

磯 子 156,165(100) 156,586(100) 162,484(104) 168,846(108)

金 沢港 北 135,349(100) 154,687(114) 176,055(130) 197,753(146)255,275(100) 265,506(104) 280,670(110) 305,774(120)

緑 236,251(100) 289,766(123) 365,934(155) 1426,663(181)

戸 339,420(100) 402,239(119) 444,116(131) 238,536

栄 123,766(144)

臭 126,866

(注)1 各棚の右側の ()は昭和50年を100とした場合の指数
2 戸塚区の昭和60年までの人口と平成2年の指数は,栄･泉両区を含む
3 1区あたりの平均は,昭和60年までは14区,平成2年は16区平均

- 輝 60+



〔表2 区別面積)

区 別 面 穣 順 位

全 市 431.57hd

1区平均 26.97kd

杜 見 31.44kd 5

神 奈 川 23.38kd 8

西 6.33bf 16

辛 19.24bd ll

南 12.63hd 15

港 南 19.87knf 10

保土ヶ谷 21.80knf 9

旭 32.79kETf 412磯 子 18.97kmf

金 沢 30.52kTrP 6

港 北 43.79knf 2

緑 75.91knZ 1

戸 塚 35.69kLTf 3

栄 18.55knf 13

泉 23.56knf 7

瀬 谷 17.llhf 14

(汰)平成2年市民局調べ

〔表3 指定都市の大規模区〕

第 1章 行政区再編成の必要性

順 位 人 口 面 稚
都市名 区 名 人 口 都市名 区 名 面 積

1 横 浜 線 426,663人 札 幌 南 657.23kd

2 横 浜 港 北 305,774人 広 島 安佐北 353.06kd

3 京 都 伏 見 280,276人 仙 台 青 葉 302.28lqが

4 札 幌 豊 平 277,801人 京 都 左 京 246.88kd

5 仙 台 青 葉 259,998人 神 戸 北 241.85kJd

6 北九州 八幡西 253,018人 仙 台 太 白 228.21hd

7 横 浜 鶴 見 250,100人 北九州 小倉南 169.33hTF

8 横 浜 旭 248,882人 仙 台 泉 146.58kTP

9 福 岡 東 247,356人 神 戸 西 137.42krrF

ー0 横 浜 戸 塚 238,536人 広 島 安佐南 116.91knf

(汰) 1 平成2年国勢調査による

2 千葉市 (平成4年指定都市移行)を除く

屈 ■



第2章
行政区再編成幸議会の答申

1匝 政区再編成-の動き
港北区及び緑区の再編成については,前回,戸塚区の再編成時に,横浜市行政区審盲各会から,出

された答申 (昭和59年6月)の中で,｢港北ニュータウン地域を-行政区,残る区域のうち港北区

の区域が-行政区,線区は横浜線及び田園都市線との2地域に分割され, 4分割が想定されるが,

現段階では港北ニュ-タウン地域が未成熟であり,港北ニュータウン地域の成熟を待つべきであ

る｣との考え方が示されました｡

この答申後も港北区及び緑区は,人口の増加が就き,本市16区中人口,面積とも1,2位を占め

るようになり,また,港北ニュータウン地域では,都市基盤の整備や人口の定着化が進み,急速に

まちづ くりが進展しました｡

こうした中で本市では,区間の不均衡を是正し,身近な行政サービスの向上をはかるため,平成

元年11月に ｢よこはま21世紀プラン｣の見直しを行い,その第3次実施計画 (平成2年度～平成6

年度までの5か年)の中に,次のとおり,港北区及び緑区の行政区再編成を平成6年度までに実施

することを盛 り込みました｡

よこはま21世紀プラン第 3次実施計画

区間の不均衡を是正し,身近な行政サービスを充実するため,港北区及び緑区の再

編成を実施します.

行政区再編成の関連で,公会堂,図書館,区スポーツセンター,老人福祉センター

の整備をすすめます.

この計画を受けて平成2年6月には,行政区再編成の専任組織として,総務局行政区調査室が設

置され,港北区及び緑区の再編成に本格的に着手することとなりました｡

-TT -



第2章 行政区再編成審議会の答申

2匝 政区再編成審議会の設置
平成3年度には,戸塚区再編成時の審議会の答申に基づいて港北区及び緑区の具体的な再編成案

を検討するために ｢横浜市行政区再編成審議会]を設置することとし,平成3年第1回市会定例会

(2月市会)に ｢横浜市行政区再編成審議会条例案｣を擢案しましたoこの条例案は,平成 3年3

月15日の本会議で原案どおり可決され,平成

3年3月25日に公布されました｡

(参考)｢行政区再編成審議会条例｣は,

巻末に掲載

これを受け,4月17日に行政区再編成審議

会が発足しましたO審議会の委員は学識経験

者 8人,関係行政機関の職員4人,市民代表

14人,横浜市職員1人の計27人で,前回戸塚

区の再編成時の行政区審議会より7人多く,

前回より,一層の市民意見の反映をはかりま

した｡

また,前回の審議会が行政区のあり方も含

め全般的な審議をしたのに比べ,今回は港北

区及び緑区の具体的な再編成案の検討を中心

としました｡

発足当初の委員の名簿及びその後の変更は,

表 1のとおりです｡
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朝日新聞 (平成 3年4月16日)
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〔表 1 横浜市行政区再編成審議会委員名簿〕
(五十音順 ;敬称略)

氏 名 職 名 備 考

- 杉 哲 也 横浜市立大学商学部教授 全 長

上 野 豊 横浜商工会議所会頭 副 会 長

池 津 利 明 横浜港埠頭公社理事長 小委員長

池 田 敬 子 日本体育大学体育学部教授

笈 川 新 一 横浜市社会福祉協議会評議員
片 岡 慶 子 平成元 .2年度市政モニター

金 子 保 港北区中川地区連合町内会長

神 崎 満次郎 横浜地方法務局長

後 藤 裕紀 子 平成元 .2年度市政モニター

小 林 重 敬 横浜国立大学工学部教授 小 委 員

佐 藤 勇 神奈川県警察本部横浜市警察部長

志 村 茂 緑区市ヶ尾連合自治全長

白 井 文 雄 緑区連合町内会長倉′会長

千 賀 瑛 - 神奈川新聞社取締役社長室長 小 委 員

手 束 和 之 横浜市医師会全長 小 委 員

長 揮 茂 港北区連合町内会全長

樋 口 徳 次 緑区東本郷地区連合自治′会長

福 岡 寮 横浜市商店街連合会副会長

柾 幸 雄 横浜市立大学文理学部教授 小 委 員

異 鍋 和 夫 横浜中央郵便局長

宮 田 与 - 港北区高田町連合町内全長
八木下 大 三 横浜市農業協同組合協議全長

矢 蕗 澄 子 横浜市立大学商学部教授 小 委 員

山 崎 洋 子 作 家

山 下 栄 蔵 横浜市工業会連合会副会長

山 田 一 雄 神奈川県横浜地区行政センター所長

宮 原 宏一郎 横浜市肋役

(委員の変更)

異鍋 和夫委員に代わり,辻 康平委員 [平成3年6月～]

佐藤 勇委員に代わり,片倉 孝雄委員 [平成4年3月～]

山田 一雄委員に代わり,小野仁一郎委員 [平成4年4月～]

神崎満次郎委員に代わり,波速 芳弘委員 [平成4年4月～]



第2章 行政区再編成審議会の答申

3I市長の諮問と審議の経過
平成3年 4月17日に第1回行政区再編成審議会が開催され,市長より①港北区及び緑区の区域の

変更,(診その他行政区の再編成に関し必要な事項,について諮問を受けました｡

同審議会は審議会を11回,小委員会を26回開催しま

したが,住民意識 ･地域特性を十分考慮しながら各方

面の意見を開くとともに,中途では中間案を発表して,

これに対する意見を踏まえて検討するなど,憤重な審

議を行いましたO

その結果,平成4年5月8日に答申書を市長に提出

しました｡

【第1回審議会】 平成3年4月17日

① 委嘱

② 市長あいさつ

(卦 会長 ･副会長選出

会長に-杉委員,副会長に上野委員を選出

④ 諮問

⑤ 審議会運営要綱の決定

(昏 小委員会委員の選任

旭洋,小林,千賀,手束,柾,矢滞,宮

原の計7委員を小委員として指名

(第1回小委員会〕 平成3年 4月17El

池揮委員を小委員長に選任

〔第2回小委員会〕 平成3年 5月22日

両区地域状況及び区民意識調査

【第2回審議会】 平成3年 5月30日

再編成の概括的検討

【第3回審議会】 平成3年 6月12日

港北区 ･緑区現地調査

〔第3-6回小委員会〕 平成3年6月19日～7月10日

現地視察

地元意見聴取

線引きの基本方針

【第4-6回審議会】 平成3年7月17日～10月24日

線引きの基本方針についての小委員会報告及び地元意見聴取を了承

〔第7-13回小委員会〕 平成3年7月17日-9月17日

地元ヒアリング

吊十十十
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【第5回審議会】 平成3年9月25日

地元ヒアリングの経過報告及び今後の進

め方

〔第14-16回小委員会〕 平成3年10月2日

-10月17日

重点地区現地調査,中間報告案の確定

【第6回審議会】 平成3年10月24日

小委員会からの中間報告について原案の

とおり東認し,これを ｢中間案｣として

公表

(第17回小委員会〕 平成3年12月9日

中間案に対する地元の状況について

〔第18-24回小委員会〕 平成4年 1月20日

-4月3日

答申の骨子の検討

線引きの微調整についての検討

【第7-10回審議会】 平成4年 1月20日

～4月3日

答申の骨子の審議

〔第25-26回小委員会〕 平成4年4月10日

～5月8日

答申書案の作成

読売新 聞 (平成 3年10月25日)
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【第11回審議会】 平成4年 5月8日

答申書を了承するとともに,市長へ答申書を提出

4匝 ヒ区及び線区再編成の中問案
行政区再編成審議会では,地元関係者の意見等を踏まえながら検討を重ね,審議会6匡Ⅰ及び小委

員会16回の審議の結果を ｢中間案｣として,取りまとめ,平成3年10月24日に公表しました｡

この ｢中間案Jをもとに,審議会では地元をはじめ関係各方面からさらに具体的な意見を開きな

がら,答申の策定を進めていくこととしました｡

中間案の要旨は,次のとおりです｡

伽』■D



第 2章 行政区再編成審議会の答申

港北区及び緑区の再編成について (中間案)

Ⅰ はじめに - 略-

ⅠⅠ 港北区及び緑区の再編成

1 再編成の基本方向

港北 ･緑雨区では,東横線,樵浜緑,田園都市線の各沿線を中心として開発が進み,ま

た,港北ニュータウンの新しいまちづくりによって,地域ごとに広がりをもった市街地が

形成されてきており,区民の通勤 ･通学,買い物をはじめとする生活行動も,これらの鉄

道沿線に広がりを見せている｡

こうした状況などを背景として,昭和59年6月の行政区寄議合の答申では,具体的な区

画は明らかになっていないものの,両区にまたがる港北ニュータウン地域のほか,同地域

以外の港北区の地域,緑区の横浜線沿線地域,田園都市線沿線地域のそれぞれを1行政区

とする考え方が示されている｡

- 中 略-

このような各地域の状況をふまえ,港北区及び緑区の再編成については,東横線沿線地

域,港北ニュータウン地域,横浜線沿線地域,田園都市線沿線地域を中心としたそれぞれの

範囲を1行政区とすることを基本方向とし,具体的な区画の範囲を定めていくこととした｡

2 線引きの基本的指針

再編成の線引きには,それぞれの地域の状況を土台にして,人口,面積,地形 ･地物,

地域の社会的性格や沿革的事情,地域社会のまとまり,行政の効率性など,多角的な視野

から考察を加えるとともに,地元の意向をもふまえつつ,将来的な見通しの上に立って,

全市的な視点で結合的な検討を進めたO

- 中 略-

こうして検討した内容を,具体的な線引きの検討を行うにあたっての基本原則としてま

とめ,｢線引きの基本的指針｣とした｡

① 港北区 ･緑区の行政区再編成を実施するにあたっては,すでに区民の理解が進みつつ

都市線沿線地域)によることとするO

② 行政区再編成の目的である区間の不均衡を是正するため,将来を見通した人口.面柿

のバランスを考慮することとする｡

1)2,000年における横浜市の人口は369万人と見込まれ,18区の平均人口は205千人で,

最大区は286千人となるので,新しくできる4区は,30万人程度までの人口規模を目安

とするo



｢~'

li)新しくできる4区の面桃は,それぞれ港北区 .線区の全体面桃の20-30%が望まし

い｡

(診 今回の再編成では,港北区 .緑区と他の区との区境の変更は,原則として行わない.

④ 横浜市は,市民が豊かでうるおいある社会生活がおくれるよう,地域社会における連

帯により,ふれあいのある住みよい街をめざしており,再編成にあたっては,地域コミ

ュニティをできるかぎJ)車重することとする.

G) 以上の原則をふまえつつ,川や道路などの市民にとってわかりやすい地形を基準とし,

線弓は 案を作成する｡

3 具体案の検討にあたって

再編成の線引きの具体的検討には,港北区 ･緑区 ･北部支所の区域にまたがる港北ニュ

ータウン地域とそれに隣接する地域の取扱いが,特に重要である｡

港北ニュータウン地域では,昭和49年に港北ニュ-タウン基本計画が定められ現在まで,

地元権利者の協力によって設定されたいわゆる施行区域において,住宅 ･都市整備公団に

よる土地区画整理事業が行われている｡ニュータウン事業はこの施行地区を核として,周

囲の農業専用地区やその他の市街化調整区域を含めた範囲が計画区域となっており,これ

がニュータウンの事業範EElとされているC

昭和59年6月の47政区野蒜点食では,ニュータウン地域は大まかなまとまりとして示され

ており,実際の線引きにあたっては,地域ごとに確定させていくべきものとされている｡

そこで,今回の行政区再編成では,1行政区として設定する場合のニュータウン地域の範

囲を考えるにあたって,計画区域を基本としつつも,これに重複して隣接している地区に

ついて,さきの ｢線引きの基本的指針｣に照らし,人口.面も'j規校,地域のコミュニティ

の尊重,市民にとってわかりやすい地形等の原則や地元意見をもあわせて考慮して,総合

的な観点からの検討を行うこととした｡

4 線引きの基本とすべき素案

以上の考え方に基づいて検討を重ね,次のとおり,線引きの基本とすべき案案をまとめ

た｡この基本線は,今後さらに詳細な現地調査および関係方面との羽生を重ねた上で,確

定させていくべさものであると考えられる｡

(1) 新区の区域 (別紙地図参照)

A 区 港北区の所管区域から,中川地区および新田地区の一部の地域を除いた
地域

B 区 緑区の所管区域から北部支所の所管区域および都田地区を除いた地域

C 区 北部支所の区域から荏田地区の一部を除いた地域

D 区 港北区 .練区の所管区域のうち,中川地区および都田地区並びに新田地区

ー4
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(2) 区画の説明

(∋ A区とD区 ･B区との境

高田町と東山田町の町界,東山田町と新吉田町の町界,第三京浜道路,新羽町と新

栄町の町界 (最寄 りの公道),新羽町 ･小机PITと大熊町 ･川向町 ･束本郷五 ･六丁目

の町界

[主な理由]

･ 第三京浜は明確な地形 ･地物であり,わかりやすい行政区画となる｡

･ 現在のPIT界および区境を尊重 しており,新吉EEr地区 ･新羽地区の分断をできる限

り少なくすることができる｡

ニュ-タウンの土地区Ll整理事業による連続 した街並みを分断 しない｡

(卦 B区とD区との境

鶴見川

[主な理由]

鶴見川は明確な地形 ･地物であり,わかりやすい行政区画となる｡

･ 現在の町界をもとにしており,PITや単位PIT内金等を分断 しない｡

(卦 B区とC区との境

現在の緑区と北部支所の所管区域の境 (荏田地区部分を除く)

[主な理由]

恩田川は明確な地形 ･地物であり,わかりやすい行政区画となる｡

･ 現在の支所境であり,町や単位町内会等を分断 しない｡

④ C区とD区との境

国道246号線,早測川,荏EE7小学校横のバス通 り,荏田rEIT･荏田西二 ･

三 ･四 ･五丁目と荏田南三 ･四TETの町界境 (最寄りの公道),市ヶ尾町と

川和町のPIT界

[主な理由]

･ 土地区画整理事業による街の形成の違いを尊重することになる｡

･ 現在の荏田Plrにおける単位町内会等の地城のつなが りを尊重することとなるO

･ 江田駅及び市が尾駅周辺の交通体系に配慮することとなる｡

ⅠⅠⅠ 付 記 - 略-
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5J答 申
審議会は,｢中間案｣に対する地元関係者等の意見等をふまえて,さらに検討を重ね,約 1年に

及ぶ憤重な箸議の結果を取 りまとめ,平成 4年 5月8日に ｢横浜市行政区の再編成に関する答申｣

を市長に提出しました｡

▲市長への答申

毎 日 新 聞 (平 成 4年 5 月 9日 )
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答申の要旨は次のとおりです｡

平成4年 5月8日

横浜市長 高 秀 秀 信 様

横浜市行政区再編成審議会

合 長 -杉 哲也

横浜市行政区の再編成について (答申)

平成3年4月17日に諮問を受けた横浜市における行政区の再編成について,本審議会の審議

結果を,別紙のとおり答申します｡

はじめに - 略-

第1章 行政区再編成にあたって

1 行政区とは - 略-

2 横浜市の区制 - 略-

3 横浜市の区の現状 - 略-

4 今回の行政区再編成の必要性

前回の行政区再編成以降,港北区及び緑区が,人口･面積ともに全市16区中1, 2位を

占めるようになった｡平成2年 (1990年)実施の国勢調査によれば,緑区は,全市の平均

と比べると,人口で2.1倍,面梢では3.2倍,港北区は,それぞれ1.5倍,1.8倍となってお

り,全国的にみても,人口は両区とも最大規模となっている｡

このように,区の規模が著 しく大きくなることは,区役所までの距離や事務処理に要す

る時間などで区民に不便をかけるとともに,地域の状況や区民の意見 ･要望に的確に対応

しつつ,きめ細かな施策を展開していく上でも望ましいことではないOまた,区の規模の

格差によって,市民に対する各種の行政サービスが不均衡を生 じることのないよう配慮 し

なければならない｡

そのため,これまで,北部支所を開設するとともに,行政サービスコーナーを設置し,

その機能の充実に努めるなど,港北区及び緑区の行政サ-ビスの向上が図られてきたとこ

ろである｡しかし,支所はあくまで一つの行政区の一定区域を受け持つという限定的な性

格を持つことから,これを区役所にすることによって,サ-ビス内容のなお一層の充実を

図るべきであるとの要望が高まってきているO

横浜市が平成2年 (1990年)に港北区及び緑区の区民を対象に実施した意識調査におい

ても,現在住んでいる区の規模を ｢大きい｣と感 じている人は半数を超え,港北ニュータ

ウン地域では,｢区役所が遠 くて不便である｣と感 じている人が4割を超えている｡また,

萌≡==塾



第 2章 行政区再編成等議会の答申

再編成の長所に関する考え方のうち,｢区民の日'蘇生活に密着したきめ掛かを (身近女)

｢地元の要望や意見が反映されやすくなり,行政が地域の実情に即して行われる｣を支持

する人が多くなっている｡

に身近な行政の推進を図るという見地から,再毒岳庇を実施すべき時期にきているものと考

える｡

第2章 港北区及び緑区の再編成

1 再編成の基本方向 - 略-

2 線引きの基本的指針 - di伽 の ｢中間案｣参照-

3 再編成の具体案

(1) これまでの経過

本番試合では,再編成の-11体案を検討するにあたり,地域の状況や地元の怒向の把握

に努めるため,現地調査や地元ヒアリングを実施し,そこで確認した地元怒兄等引桁ま

えながら,｢線引きの基本的指針｣を原則に検討を重ねた｡

そして,その後,数次にわたる許諾苑の末,中間案をとりまとめ,これをもとに地元の

意見等をされに具体的に聴くこととした｡この中間案については,両区の迎合町内全長

合への説明をはじめに,市広報への柁収,地元自治会 ･町内′会への説rlJl合の開催,区民

への個別の説明などを通じて,地元及び関係各方面の理解を得られるよう努めるととも

に,これに対する意見等は審議会へ逐次報告された｡

こうした経過のもとに,中間案に対する意見等を踏まえて,されに似重な検討,調整

を重h,結論として次に示す案をとりまとめた｡

(2) 新たな区の区域

現在の港北区及び緑区について,次のように4つの行政区に再編成する｡

･現港北区の区域のうち

東横線沿線地域を中心とする地域をもって,

A区 (仮称)とする｡

･視線区の区域のうち

横浜線沿線地域をr中心とする地域をもって,

B区 (仮称)とする｡

･現北部支所の所管区域のうち

田園都市線沿線地域をI小L､とする地域をもって,

C区 (仮称)とする｡

･呪港北区及び緑区の区域のうち

港北ニュータウン地域を中心とする地域をもって,

匂 := =



｢ ~

D区 (仮称)とする｡

区域の詳細は別紙 (再編成図)参照

(3) それぞれの地域のまとまりと主な区界

具体的な再編成秦の検討にあたっては,互いに接する地域との関連の中で,それぞれ

の地域の拡がりをとらえることとした｡したがって,特に,各地域の接点にあたる地区

については,憤重な検討を行った｡

[A 区]

東横線沿線地域は,東横線の開通に伴って発展してきた地域であり,各駅を中心と

する開発地区を囲み,市街地が順次形成されてきた｡土地利用の面では,住宅地が主

であるが,鶴見川周辺などでは,工場や農地,緑地が混在しているO近年,この地域

の人口増は沈静化の傾向にあるが,既存の鉄道のほか,今後,市営地下鉄の延伸とも

あいまって,第二都心をめざす新横浜周辺を中心に,業務,商業,文化,スポーツな

ど多様な郡市機能の集稗が進んでいくものと予測される｡

この地域の具体的な区界としては,西側の港北ニュータウンの区画整理地区と接し,

明確な地形 ･地物としての第三京浜道路に着目しつつ,港北ニュータウンの計画区域

線と関連する高田地区,新吉田地区及び新羽地区については,現行の町界や区画整理

の境界にも着目して,地域のまとまりをできる限り確保することとした｡

[B 区]

横浜線沿線地域は,市街化の進行が緩やかであり,他の区ほどは急激ではないが,

今後も緩やかな人口増が見込まれる.土地利用の面では,東部に研究所の立地が見ら

れるほか,中部には区画整理等による面的開発も進行している一方で,中部,南部に

はまとまった緑地が残されている地域となっている｡

この地域の具体的な区界としては,港北ニュータウン地域に接する北側では,明確

な地形 ･地物である鶴見川に宥目したOまた,田園都市線沿線地域との接点としては,

長津田地区が交通の要衝であり,その地域特性に基づき,今後,主要な地域拠点とし

ての重要性がますます大きくなっていくことをも考慮し,恩田川とした｡

[C 区]

田園都市線沿線地域は,鉄道開設と連携 した計画的な区画整理により市街化が進め

られた地域が多く,土地利用の面では,整然とした街並みの住宅が主となっているC

こうした区画整理による開発が,さらにいくつかの地区で進行しており,今後も人口

増加が見込まれる地域であるo将来的にも,文化や商業機能等が充実されていくこと

により,区民の指向にも変化が生じてくるものと思われる｡

この地域の具体的な区界としたは,東側で,組合施行による区画整理と住宅 ･都市

整備公団による港北ニュータウンの区画整理のそれぞれの街並みが接 していることか

ら,これらの境界に着目し,また,荏田地区内の一部については,区界としての明確

性から,わかりやすい道路に着目した｡また,横浜線沿線地域との接点としては,区

界の明確性により,恩田川及び東名高速道路とした｡

[D 区]

粧 ≡≡:塾



第 2章 行政区再編成審議会の答申

港北ニュ-タウン計画は,｢乱開発の防止｣,｢都市農業の確立｣,｢市民参加による

まちづ くり｣を基本理念に,居住環境の整備とともにゆとりある公共施設を整備し,

計画的なまちづ くりを推進しているものであるo今後,地下鉄の延伸に伴ってこの地

域-の人口定着が進むものと予測されるが,相当な人口増にも十分対応できる公共公

益施設などの都市施設を計画的に整備してきている｡

この地域の範囲をきめるにあたっては,こうした港北ニュータウン事業の計画の範

囲と周辺地城との調和を図っていく必要があり,区画整理地区と農業専用地区やその

他の地区を包含する事業計画区域の範囲が基本として考えられた｡しかし,このニュ

ータウン計画区域の線は,区界としての明確性に欠けるとともに,町を大きく分断す

るため,これをもって区境とすることは阪難であるCそこで,港北ニュータウンの区

画整理の街並みの一体性と,これに重複して隣接する地区のまとまりをも考慮して,

この地域の具体的な区界としては,西側についてはEEl園都市繰沿線の組合施行の区画

整理との境界に着EIした｡また,東側については,第三京浜道路に着目しつつ,東山

田 ･新吉田 ･新羽地区それぞれについてできる限り地域のまとまりに配慮した｡さら

に,南側については,明確な地形 ･地物としての鶴見川とした0

第3章 行政区再編成に関し必要な事項

1 新しい区の名称

現在の区名である ｢港北区｣及び ｢緑区｣については,前者は昭和14年 (1939)の設置

以来の名称であり,後者についても昭和44年 (1969)の再編成にあたり公募により決定し

た名称であり,長く市民の間に定着している｡そこで両者については,それぞれ現在の区

庁舎のあるA区及びB区に引き継く･こととし,今後かなりの人口増を伴う新たなまちづ

くりが進むC区及びD区については,新たな区にふさわしい親 しみやすい区の名称を決

定していくべきであろう｡

区の名称が,地名として日常生活に不断に用いられ,地域を象徴するものとなることや,

行政区再蕪庇のEl的が市民に身近な行政の推進にあることを考慮すれば,新しい区の名称

は,市民参加の観点から,前回や前前回と同様に,一般から公募すべきものと考える｡

その際,｢区名選定委員会｣(仮称)を設置し,市民の代表が参加して,その 声を反映

させるようにすることが望まれる｡

2 再編成までの諸準備

(1)新区庁舎の整備 - 略-

(2)円滑な事務移管の準備 ･推進 - 略-

(3) 港北ニュータウン地域の行政サービスの段階的拡充 - 略-

¢｢.~ll:.



3区民への対応

関係行政機関との連絡調整 - 略-

市民広報の推進 - 略-

各種地域団体の再編成 - 略-

区民意識と連帯感の醸成 - 略-

第4章 今後の課題

l 区のピジョンの策定 - 一部略-

したがって,地域の特性や区民のニーズを踏まえ,これを十分に反映させていくことを

基本に,各種市民利用施設や都市基盤施設の整備などの-ード面の充実が望まれる｡それとと

もに,コミュニティの形成や地域の福祉 ･保険,生涯学習など,ソフト面の領域をも含めて,

将来に向かってまちづ くりをどのように進めていくのかについては,従来の形式や内容にとら

われることなく,市民参加の下で,市民生活の視点にたって,それぞれの区でビジョンを策定

していくことが望ましい｡

2 行政サービスの一層の充実

(一部略)

今日,区行政の課題が,まちづ くり,地域施設,福祉 ･保険,生涯学習などに及んでい

る中で,これらを総合的に推進することが一層重要になっている｡したがって,横浜市におい

ては,今後とも,地域総合行政機関としての区役所機能のなお一層の充実と住民自治の確保を

図るとともに,-ード･ソフト両面にわたる各種市民サービスの一層の向上をめざし,行政施

設をされに充実させていくための地域行政のあり方などについて,長期的な視野からの検討が

進むことを望みたい｡

結 び - 略-
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第3章
港北区及び緑区の4分割

JI答申の地元説明
行政区再編成審議会の答申が出されて以降,新たな区界線に関連する地域を中心に説明を行った

ところ,ほとんどの地域について,答申の線引きに対して了承する旨の意向が示されましたOこれ

を受け,本市としての再編成に関する意思を対外的に表明するため,｢横浜市港北区及び緑区の再

編成に関する条例｣(以下,｢再編成に関する条例｣というo)を平成 4年第4回 (12月)市会に提

案しました｡

なお,新吉田町,荏田町など区界線によって分断される町については,2区に同一町名を残さな

い事を基本に,引き続き地元の理解を得ながら,隣接町への編入や新町の設定などを検討していく

こととしました｡

2I｢横浜市港北区及び線区の再編成に関する条例｣の制定
(1)再編成に関する条例の意義と性格

地方自治法では,政令指定都市は,市城をいくつかの区に分かつとともに,区の設置,区の事務

所や出張所の位置と名称,それぞれの所管する区域については,条例で定めるべきことを規定して

います｡

これを受けて,本市では ｢区の設置並びに区の事務所の位置,名称および所管区域を定める条例

(以下 ｢区の設置条例｣というO)｣を定めています｡したがって,行政区再編成にあたっては,｢区

の設置条例｣の改正が必要となってきます｡

しかし,この条例を改正するには,単に新区の区域の確定だけでは足りず,新区の名称や区役所

の所在地なども確定していなければならないため,なお時間が必要でした｡

一方,行政区再編成が,市民生活や企業活動をはじめ,関係機関等に及ぼす影響を考えると,節

区の円滑な発足のためには,再編成の実施までの間に一定の準備期間を設ける必要があり,新区の

区域だけでも先行して早めに確定しておく必要がありました｡

こうして,新4区の区域の確定を目的とした ｢再編成に関する条例｣を制定することとしました



が,この条例は,公布はされるが施行とともに廃止されるので,実質的拘束力はありませんが,吹

のような意味を持つものです｡

① 再編成の節目で本市の意思を対外的に明らかにすることにより,新区名の募集をはじめ,住民

や企業,官公庁などが円滑に準備を進めることができるO

(診 再編成のPR効果が期待できるO

なお,本市では前回の戸塚区の再編成の時にも,｢区の設置条例｣の改正に先行して ｢戸塚区の

再編成に関する条例｣を制定しているほか,川崎,大阪,神戸及び福岡の各都市も同様の条例の制

定,あるいは新区設置に関する議決を先行させる方式をとっています｡

62)r再編成に関する条例｣案の検討

この条例の内容は,A区,B区,C区及びD区 (いずれも仮称)の区域を定めるものですが,

新区の設置の方式をどうするのかという点について検討を加えました｡

区を新しく設置する方法としては,元の区の区域を変更したうえ,元の区から新しい区を分ける

｢分立方式｣と,元の区を一旦廃止して,その後に新しい区を設ける ｢廃止新設方式｣があります｡

本市では,昭和44年の再編成の峠以降,後者の ｢廃止新設方式｣によっているほか,川崎,大阪,

北九州及び福岡の各都市もこの方式によっています｡

今回の再編成においても ｢廃止新設方式｣によることとしましたが,それは次のような理由によ

るものです｡

① 再編成の目的は,郊外区の人口増加などによる区間格差の是正であるので,特定の地域を取り

出して分けるという趣旨ではない｡このため,形式上も｢分立方式｣ではなく,｢廃止新設方式｣

の方が妥当である.

(卦 市民感情などの点からも ｢分立方式｣を取った場合,｢本家一分家｣意識を生じるおそれがあ

り,対等な立場での再編成という趣旨にそぐわない｡

③ 港北ニュータウン地域を中心とするD区については,分立方式をとった場合,従来の2区1

支所にまたがる区域を合わせて,新しい区になるため,条例化が菜怪しい0

3l｢再編成に問する条例｣案の審議と議決
｢再編成に関する条例｣案は,平成 4年12月4日開合の市会第4回定例会に,｢横浜市港北区及び

緑区の再編成に関する条例｣として提案されましたo

この条例案は2条から成り,第1条で趣旨を,第2条で具体的な区画を定めており,その概要は

次のとおりですO

① 港北区及び緑区を廃止し,廃止前の両区の区域を分けて新たに4区を設ける｡

② 区の区域は原則として町名を表示したが,一部の町区域が分割される区域は地番や路線で表示

した｡

③ 新区の名称は今後,公暮により定めることから,当面A区からD区の仮称による｡

④ 条例の施行期日は別途,規則により定める｡

この条例案については,市会において,住民の参加,新たなコミュニティの醸成,今後の区行政

義- 24



第3章 港北区及び緑区の4分割

などの点について質疑が行われ,12月11日の本会議で全会一致で原案 どお り可決 され,同月15日に

条例第62号として公布されました｡

(参考)｢再編成に関する条例｣は,巻末資料に掲載

再編成後の区域及び人口,面積

区 区 域 人口 面積

A区 大曽根一一三丁目,大曽根台,菊名--七丁目,岸根町,小机町,篠原町,篠 千人273 kd31.32

樟北一 .二丁臥 篠原台町,篠原西町,篠原東一一三丁目,下田町--六丁目,

新横浜--三丁目,新吉田町の一部,高田町,樽町-～四丁目,綱島上町,綱

島台,綱島西--六丁目,綱島東一一六丁臥 烏山町,仲手原一 .二丁目,錦

が丘,新羽町の大部分,日吉--七丁目,日吉本PIT-一六TEl,富士塚一 .二

丁臥 太尾町,大豆戸町,箕輪町一一三丁臥 師岡町

B区 青砥町,いぶき野,上山町,鴨居町,鴨居--七丁目,北八朔町,務が丘-- 144 25.42
六丁目,小山町,佐江戸lllTの一部,台村PIT,竹山--四丁目,寺山町,十日市

場町,長津田町,長津田一一七丁臥 中山町,新拍町,西八朔町,白山--四

丁目,東本郷町,東本郷一一六丁目,三保町

C区 昔葉菖- .二丁目,あかね台- .二丁目,あざみ野一一四丁目,あざみ野南- 242 35.09

一四TEl,市ヶ尾町,牛久保町の一部,美しが丘一一五丁臥 美しが丘西一一

三丁目,梅が丘,荏子四--三丁目,荏田町の一 部,荏田北一一三丁臥 荏田

西--五丁目,榎が丘,大場町,恩田町,柿の木台,桂台一 .二丁目,上谷本

町,鴨志EEIPT,鉄Pl丁,黒須田,桜台,さつきが丘,寺家町,下谷本町,しらと

り台,新石川一一四丁目,すすき野一一三丁目,すみよし台,たちばな台一 .

二丁目,田奈町,千草台,つつじが丘,中川町の一部,奈良町,成合町,藤が

丘一 .二丁目,松風台,みたけ台,緑山,もえぎ野,元石川町,もみの木台,

若草台

D区 池辺町,牛久保町の大部分,牛久保一一三丁目,牛久保西--四丁目,荏田町 97 27.88

の一部,荏田東一一四TE],荏田南一一五丁目,大熊町,大棚町,大丸,折本

町,加賀原一 .二丁目,勝田町,勝田南- .二丁目,川向町,川和台,川和町,

北山田町,北山田三-六丁目,葛が谷,佐江戸町の大部分,桜並木,新栄町,

新吉田町の一部,すみれが丘,高山,茅ヶ崎町,茅ヶ崎東二 .三丁目,茅ヶ崎

南一一五丁目,中川町の大部分,中川一一五 .七T日,長坂,仲plT台一一五丁

臥 新羽町の一部,二の丸,東方町,東山田町,東山田三 ,四丁目,平台,富

(注)人口,両税は平成4年10月1日現在で推計した概数



第4幸
区名･再編成期日等の決定

Jl区名選定委員会の設置
平成4年12月の ｢再編成条例｣の公布を受けて,新区の区名,再編成期El等の具体的な検討に着

手しました｡

区名については,行政区再編成箸試合の答申の中では市民参加による区名選定をしていくべきと

の考え方が示されましたoその答申を尊重し,市民の代表が参加し,その声を反映した区名選定を

行うために,平成5年 4月13日,元

行政区再編成欝識全委員など学識経

験者,市内在住文化人,市会議員,

地元住民組織代表等委員24人からな

る区名選定委員会が発足 しました｡

その後6月25日開催の第3回区名選

定委員会において,港北,緑の区名

については,現区庁舎の所在する

A区,B区が継承するとともに,C

区,D区について新たな区名を選定

するという方針が了承されました｡

これを受けて,7月23日に地元委員

を中心に構成されるC区,D区の

小委員会が発足し,委員数は合計45

人となりました｡

平成5年10月26日までに委員会を

5回,また,C区,D区ごとに設け

られた小委員会を3回,現地視察合

を1回開催し,区名の選定基準の決

定から区名選定までを一貫して行い

ました｡

I=m

神奈川新聞 (平成 5年 4月14日)
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2lァンケー欄 査の実施
今回の区名選定では,より一層の市民参加をすすめるため,区名の公募にさきがけて,港北区及

び緑区の区民2,000人を対象に,望ましい区名の在り方等についてのアンケート調査を実施しまし

たO

この住民アンケートは,5月の連休をはさんで郵送により実施し,集計の後 6月の第3回委員会

に結果が報告されました｡

≪アンケート結果の概要≫

(1)望ましい区名の基準等

｢区のイメ-ジを表している｣や ｢親しみやすい｣,｢語調がよいもの｣が高い支持を得まし

た｡また,字数で ｢2-3字｣が最も多いなど,区のイメージを反映し,簡潔で語調がよく親

しみやすいというのが最大公約数となっていました｡

(2) 行政区再編成審議会の答申について

審議会の答申に関する住民意識では,答申を知っている人は4割弱だったものの港北区名は

A区,緑区名はB区へという答申の考え方を支持する意見は,7割となっていました｡

3l区名の公募
平成4年 6月25日の第3回区名選定委員会において,区名選定に関する基本方針が確定し,券集

要項や広報計画についての了承を受け,平成5年8月1日から31日までC区及びD区の区名を募

集しました｡応募資格は,市内在住,在勤,在学の方とし,料金受取人払いの応募はがき又は官製

はがきによって行いました｡応募総数は21,587通で上位の内訳は表 1のとおりです｡

また,区名の公募 ･選定の過程を通じて新区発足のPRや区民意識の醸成を図るため広報紙への

掲載,ポスターの掲出をはじめ梯極的な広報を行いました｡

特に今回は,ニューメディアやCATVも活用したほか,応募はがきを料金受取人私としたため,

応募総数は戸塚区再編成の際の2倍半にも達しました｡



区名募集応募チラシ

t区名募集チラシ一応井ハガ手付】
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■

重訂===

区名募集ポスター ｢名前つけてね｣

ます｡

なるC区､D区の区名

の区名は｢漕北区｣に.B区の
区Jr=決定しました ので､ LT't了承く1Z:tさい,

応 募 要 領

1応 募 ia 格
横浜市内在住､在勤､在学の方

2応 書 方 法
応畢はがきを市内各所に備え付けの応寺領へ入れるか 郵便ポスト

へ入れてくJZさい｡官製はがきZ:Y-使用する場合は､C区 ･D区の区

名､住所(市列の方は勤務先 学校名も)､氏名 性別､年範､電話
番弓を記入してください｡

′rただし､区名は､どちらか一方でも73､まいません｡

3応井上の注意
(り市内の他の区名と紛らわしい名称や限られた地域をあらわす地

名 呼称は使用しないようにしてください｡

12J選定は必ずしも応募数の多少によりません｡

4郵便の宛て先

句231横浜市中区薦町lT巨l番地
続浜市市民局行政区明亘室内 横浜市区名選定委烏合群舞局

5応#はがき.応書籍投正地所
市役所.区役所 北部支所.-,%北二ユ-タウン行雄サービスセン

ター 行政サービスコーナー､その他

6応 書 期 間

平成5年日月IEj〔酔-8月31巳eIj(当E3消ET]有効)
7発 表

平成5年10月頃 新聞紙上等
8g己 念 品

(I)採用者の中から抽選で看千名様に,

(2)応書者全員の中から抽選で壱干名様に｡

横浜市区名選定委員会

ご - .AMA 問 合 せ 先 横 浜 市 市民局行政区調査室 ℡671-2727-2728 弓



〔表 1 応募結果〕

○応募状況

応 募 総 数 21,587通

内訳 有 効 21,083通無 効 504通

応募件数(のベ) 35,859件

区刺 C 区 18,995件

○応募件数上位の名称 (上位20位まで)

C 区

順位 名 称 件 数 順位 名 称 件 数

1 青 葉 1,916 ll 香 245

2 田 園 1,332 12 壁 212

3 北 916 13 秦 187

4 若 葉 716 14 花 園 187

5 緑 北 711 15 あざみ野 161

6 光 699 16 哩 155

7 新 緑 382 17 藤 山 147

8 桜 340 18 美 園 143

9 あざみ 287 19 山 手 110

bq- -

D 区

順位 名 称 件 数 順位 名 称 件 数

1 光 687 ll 哩 234

2 港 京 681 12 中 川 241

3 陽 光 571 13 すみれ 212

4 舵 514 14 東 210

5 若 葉 487 15 ニユ-タウン 182

6 平 成 390 16 青 菜 163

7 富士見 374 17 新 生 159

8 都 筑 316 18 新 線 132

9 壁 308 19 茜 123

10 桜 247 19 中 央 123

4[区名選定委員会の審議
区名選定委員会は,平成 5年4月13日の設置以来,10月26日の最終選定までの間に,アンケー ト

調査の実施や区名公募を行い市民参加を図るとともに,5回の全体委員会と延べ5回 (各区3回,

うち1回は合同で開催)の小委員会及び現地視察会 1回を開催 し,偵重な討議を重ねました｡

【第1回区名選定委員会】 平成 5年 4月13日

①委員の委嘱

(診経過説明及び区名選定委員会要綱について

(勤スケジュールについて

【第2回区名選定委員会】 平成 5年 4月26日



(∋区名に関する住民アン

ケートの実施

(参小委員会の設置

【第3回区名選定委員会】

平成5年6月25日

①住民アンケートの結果

(塾募集要領及び広報計画

③小委員会-の付託事項

〔第 1回合同小委員会〕

平成 5年 7月23日

(丑区名の選定基準

【現地視察会】

平成 5年9月9日

第4章 区名･再編成期日等の決定

区名選定委員会審議風景

〔第2回小委員会〕 平成 5年9月17日

(丑区名公幕の結果報告

(参区名の絞り込み (両区とも18件を選定)

(注)区名選定報告書の付属資料参照

【第4回区名選定委員会】 平成 5年 9月24日

①区名公募の結果報告

(診区名の絞り込み (C区8件,D区9件を選定)

(注)区名選定報告書の付属資料参照

③区名の絞り込み (両区3件)を小委員会へ付託

〔第3回小委員会〕 平成5年10月6日 (C区)

平成5年10月12日 (D区)

①区名の絞り込み

C区 -･青葉,北,美里 D区- ･港京,都筑,光

【第5回区名選定委員会】 平成 5年10月26日

(丑区名の最終選定

小委員会における検討結果について,それぞれの小委員長から報告を受けた後,C区,D区ごと
に委員からの推せん意見を受けた上で投票に入り,その結果,最多得票の ｢青葉｣｢都筑｣をそれ

ぞれC区及びD区の最終選定区名とすることで了桑されました｡

また,両区名が選定された理由は次のとおりですO

青葉区 ① 木々に囲まれた美しい街のイメージから

② 若い芽がいきいきと育つように,将来に向けて,伸びやかに発展する区であり

たいと障って

③ 応募数上位で幅広い市民の支持があったため

都筑区 (丑 新区の区域全体を含み,広く区民に定着している歴史的な由緒ある地名を,棉

来に向け大切に継恭したいから



② 奈良時代から続く歴史のある地名にちなみ,これからの街つ くりが,新しい｢都

を筑 (きず)く｣という区民の総意で進むことを願って

(診 応募数上位で幅広い市民の支持があったため

5l区名の決定
平成5年10月26Elの第5回区名選定委員会において,青葉 .都筑の最終選定がされましたo

この結果は,同日 ｢横浜市区名選定に関する報告書｣にとりまとめられ,全長から市長に提出さ

れました｡

最終選定の報告を受けた本市では,これを尊重し,C区の名称を ｢青葉区｣,D区の名称を ｢都

筑区｣とし,審議会の答申で ｢港北区｣及び ｢線区｣の名称を引き継ぐとされたA区 ･B区とあ

わせて新4区の名称をすべて決定し,これを ｢区の設置等に関する条例｣の改正案に盛 り込むこと

としました｡

こうした経過を経て,平成5年12月3日,市会第4回定例会に提案された ｢区の設置並びに区の

事務所の位置,名称及び所管区域を定める条例の一部を改正する条例｣は,12月10日に全会一致で

可決成立した後,12月15日に条例第71号として公布され,｢港北区｣｢緑区｣｢青葉区｣｢都筑区｣の

各区の名称が確定しました｡

なお,選定区名の｢青葉 (C区)｣, ｢都筑 (D区)｣の応募者の中から,抽選により,各区5名 (計

lo宅)の方に記念品 (志野焼の花瓶及び副iLi'として3,000円相当の図書券)を贈呈し,全体の応募

者の中から,30名の方に3,000円相当の図書券を贈りましたO

市長へ報告書提出

軒 .~~･.｢ 面
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〔資料 1 区名選定報告書全文〕

横浜市長 高 秀 秀 信 様

平成5年10月26日

横浜市区名迷走委員会

全 長 -杉 哲也

港北区及び緑区の再編成に伴う新区の名称の選定について(報告)

平成5年4月13日に依頼を受けた標記の件について慎重に検討した結果を,以下のとおり報

告いたします｡

(結 論)
A区及びB区については,｢港北区｣,｢緑区｣の名称をそれぞれ引き継ぐこととし,C区及

びD区については,一般公募の結果に基づく検討を経て,次のとおりとする｡

1 C区は,｢青葉区｣とするO

(理 由)

1 木々に囲まれた美しい街のイメージから

2 若い芽がいきいきと育つように,将来に向けて,伸びやかに発展する区でありたい

と願って

3 応募数上位で,幅広い市民の支持があったため

2 D区は,｢都筑区｣とする｡

(理 由)

1 新区の区域全体を含み,広く区民にも定着している歴史的な由緒ある地名を,将来

に向け大切に継承したいから

2 奈良時代から続く歴史のある地名にちなみ,これからの街つ くりが,新しい ｢都を

筑 (きず)く｣という区民の総意で進むことを障って

3 応募数上位で,幅広い市民の支持があったため

本委員会がこの結論に達した経緯等につきましては 次のとおりです｡

1 区名選定の経緯

港北区及び緑区の再編成に伴って新たに誕生する区の名称について,平成4年5月8日の行

政区再編成審議会の答申に基づき,市民参加による区名選定を推進するため,平成5年 4月13

日に ｢横浜市区名選定委員会｣が設置された｡

市長からの依根を受けた本委員会では,5回の委見会と延べ5匝Ⅰの小委員会における憤重な討議

を重ねた結果,冒頭に述べた区名を選定した0

2 区名選定の基本方針

本委員会では,市民参加による区名選定の趣旨をさらに進めるため,選定基準等を定めるの

挺 ;≡:二重
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に先行して,望ましい区名のあり方などについても市民の声を聴き,これを踏まえて検討を進

めていくこととし,両区の在住者2000人を対象に住民アンケートを実施した｡

5月に実施 したアンケー トは,7割を超える回収率となり,区民の関心の高さがうかがえた｡

この結果を踏まえて,第3回委員会 (6月25El開催)では,区名選定の基本方針を以下のとお

り決定した｡

(9 ｢港北｣･｢緑｣の名称はA区及びB区がそれぞれ継承 し,C区及びD区について,節

たな名称を選定する｡

②新区名は,市内在住 ･在勤 ･在学の人を対象として公募を実施し,その中から選定する｡

(診応募数第1位の自動採択はしない｡

また,区名の選定基準については,住民アンケートの結果も踏まえて,次の諸点に留意しな

がら総合的に判断することとした｡

(》新区のイメージを表していること｡

(卦簡潔で語調が良く,親しみやすいこと｡

③市内の他区の名称と紛らわしくないこと｡

④限られた地域を指す地名や呼称は避けること｡

なお,これに伴い,新たに区名を選定するC区及びD区について小委員会を設置し,選定

基準の詳細の検討や,公募結果の整理及び絞り込みを付託した｡

3 公募の実施と選定経過

区名の一般公募は,8月1E】から31日までの問,実施した｡

これに先立ち,｢広報よこはま｣-の手朋次や各公共施設等におけるポスター掲出などPRに

努めるとともに,各施設のPRボックス等に料金受取人私の応幸はがきを置くなど,応募者の

便宜を図った｡

この結果,応募総数は21,587通 (うち有効21,083通),延べ35,859件に逢した｡なお,その

区別の内訳は,C区が2,948種類18,995件,D区が3,067種類16,864件であった｡

これら応蕃区名の中から,第2回小委員会 (C区 ･D区とも9月17日開催)において,応募

上位のものと委員推薦によるもの合わせて各区それぞれ18件が,小委員会の椎蒋区名として第

4回委員会 (9月24日開催)に報告された｡第4回委員会では,これを全体討議に付し,応募

上位のものと委員推薦のものを合わせてC区については8件,D区については9件を区名選

定の候補とすることとし,これを更に3件に絞るよう,再度,小委員会に付託した｡

これを受けて,第3回小委員会 (C区10月6日,D区10月12日開催)では,新しい区に相応

しい名称について,さまざまな視点から更に慎重に検討を加えた結果,次のとおり候補区名を

選定した｡

〔C 区〕 青 葉 (あおば),舵 (き た),美 里 (みさと)

〔D 区〕 港 京 (こうきょう),都 筑 (つづき),光 (ひかり)

小委員会から候補区名の報告を受けた第5回委員一会 (10月26日開催)では,区名の選定基準

や応券の多寡などの点から総合的に検討し,冒頭の結論に達したものである.



〔資料2 区名選定委員会名簿 (五十音順)〕
区 分 氏 名 聴 名 小委員会

会 長 - 杉 哲 也 横浜市立大学名誉教授

副 会 長 上 野 望 株浜商工会議所会頭

小委員長 旭 洋 利 明 柿浜港埠頭公社理事長 C 区
宮 原 宏 一 郎 株浜市信用保証協.会会長 D 区

委 員 井 上 白≡ 一 緑区社会福祉協議会副会長 C 区

香負 内 田 武 夫 市 会 議 長

大 -111 5LEE. 夫 市 会 議 員

小 川 剛 お茶の7k女子大草教授

奥 村 泰 宏 神奈川県写其作家協会会長

金 子 保 中川地区連合町内全長 D 区

小 林 重 敬 横浜国立大学教授 D 区

近 膝 新 二 市立都田西小学校長 D 区

斎 藤 孝 夫 緑区連合自治全長金全長

堀 井 巾 市全市民建築委員会委員長

酒 井 沃 子 声 楽 家 C 区

堺 洋 亘 神奈川新聞論説主幹

佐 藤 良 作 荏田連合自治会副会長 D 区

嶋 村 勝 夫 市 ′全 議 員

絡 水 光 市立緑が丘中学校長 C 区

志 村 茂 市ヶ尾連合自治会長 C 区

白 井 文 雄 緑北部連合自治会長全全長

鈴 木 恭 久 市 会 議 員

千 住 共 理 子 ヴァイオリニス ト

田 口 千 時 ピ ア ニ ス ト D 区

丹 野 貞 子 市 会 諸 員

徳 江 警 衛 荏田連合自治全長 C 区

土 志 田 柴 緑区商店街連合会副会長 C 区

長 澤 茂 港北区連合町内全長

野 川 正 ≡耗 奈良町連合自治全長 C 区

橋 本 一 男 市 会 副 議 長

長 谷 川 秀 男 都田地区迎合町内全長 D 区

半 溝 正 畔 地 名 研 究 家

藤 本 敬 蔵 かちだ連合自治全長 D 区

柾 幸 雄 横浜市立大学教授 C 区

モ ン ドン み ど り ドイツ学Rl理事 D 区

八 木 便 利 市立あざみ野第-小学校長 C 区

柳 原 良 平 イラス トレーター

山 崎 洋 一 市立中川西中学校長 D 区

山 崎 洋 子 作 家

横 紡 荘 久 市 会 議 員

吉 村 勝 太 郎 緑区体育指導委員連絡協議会会長 C 区

菅 山 幸 子 俳 優 D 区

馬 場 貞 夫 助 役

藤 本 孝 昭 緑区北部支所長 C 区

前委員) 鈴 木 正 之 (市会議長) 〔平成5年 4月～6月〕

佐 野 弘 (市会副議長) 〔平成5年4月-6月〕

吉 村 米 吉三幸(市全市民建築委員会委員長) 〔平成5年 4月～6月〕

畔 .･.･.~南
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〔資料3 区名応募状況〕

1 応 募 総 数 21,587通

(内 訳) 有 効 21,083通 (97.7%)

無 効 504通 (2.3%)

○応募方法別

郵 送 (応募-ガキ) 16,359通 (75.8%)

〟 (官製-ガキ) 2,031通 (9.4%)

応募箱への投票 3,197通 (14.8%)

2 応 募 件 数 のベ 35,859件

(内 訳) C 区 18,995件 (2,948種類)

D 区 16,864件 (3,067種類)

区 分 内 訳 C 区 名 D 区 名
件 数 構成比(%) 件 数 構成比(%)

住 所 別 A 区 内 1,721 9.1 1,754 10.4

B 区 内 1,268 6.7 1,190 7.1

C 区 内 7,526 39.6 3,833 22.7

D 医 内 2,810 14.8 4,498 26.7

市内他区 4,233 22.3 4,146 24.6

市 外 1,437 7.5 1,443 8.5

総 数 18,995 100.0 16,864 100.0

性 別 罪 10,099 53.2 9,107 54.0
女 8,860 46.6 7,739 45.9

不 明 36 0.2 18 0.1

総 数 18,995 100.0 16,864 100.0

年 齢 別 19歳以下 3,116 16.4 2,864 17.0

20 代 3,325 17.5 2,902 17.2

30 代 3,054 16.1 2,916 17.3

40 代 2,548 13.4 2,387 14.2

50 代 2,860 15.1 2,447 14.5

60 代 2,527 13.3 2,069 12.3

70 代 1,170 6.2 973 5.8

不 明 395 2.0 306 1.7

総 数 18,995 100.0 16,864 100.0

CRii:i,-:a



〔資料 4 区名応募要領〕

1 応 募 資 格

横浜市内在住,在勤,在学の方

2 応 募 方 法

応募はがきを市内各所に備え付けの応募箱へ入れるか,郵便ポストへ入れてください｡官

製はがきを使用する場合は,C区 ･D区の区名,住所 (市外の方は勤務先 ･学校名も),氏

名,性別,年齢,電話番号を記入してください｡

※ただし,区名は,どちらか一方でもかまいません｡

3 応募上の注意

(1) 市内の他の区名と紛らわしい名称や限られた地域をあらわす地名 ･呼称は使用しないよ

うにしてくださいO

(2) 選定は必ずしも応募数の多少によりません｡

4 郵便の宛て先

面231 横浜市中区港町1丁目1番地

横浜市市民局行政区調査室内 横浜市区名選定委員会事務局

5 応募はがき･応募箱設置場所

市役所,区役所,北部支所,港北こユ-タウン行政サービスセンター,行政サービスコ-

ナ-その他

6 応 募 期 間

平成5年8月 1日(日)～8月31日(火)(当日消印有効)

7 発 表

平成5年10月頃 新聞紙上等

8 記 念 品

(1)採用者の中から抽選で若干名様にO

(2) 応幕者全員の中から抽選で若干名様に｡

6匝 編成那
行政区再編成の実施年度については,平成元年11月に公表した ｢よこはま21世紀プラン第3次実

施計画｣のなかで,平成6年度とすることが盛 り込まれましたO

この計画に基づき,6年度に再編成を実施するための諸準備に着手しましたが,実施時期を6年度

のいつ頃とするのかを決めないと,様々な準備が進まないため,実施時期の検討にかかりました｡

検討に当たって,特に考慮したことは,

① 区民の転出入等が比較的少ない時期とする｡

② 港北区,緑区内の事務所,事業所等の繁忙期を避ける｡

Ilm
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③ 区役所の繁忙期を避ける｡

④ 平成 7年4月に予定される統一地方選華の準備に影響が少ない時期とするO

ことなどです｡

これらを総合的に検討した結果,秋に実施することが最適であるとの結論にいたり,平成3年第

1回 (2月)市会本会議において,市長から ｢平成 6年秋を目途に再編成を実施する｣旨の答弁を

しました｡

具体的な再編成期日については,

① 各種電算システムの変更には,2日間電算をストノブすることが必要であること｡

② 各種帳簿の移管には,区役所が閉庁している土曜 ･日曜が望ましいこと｡

③ 市会議員等の補欠選挙をする必要のない時期 (任期満了の6か月以内)とすることが好まし

いこと｡

などから,11月6日 (El)と決めました.

71｢区の設置条例｣の改正
今回の行政区再編成に当たっては,すでに述べたように再編成の約2年前の平成4年12月に ｢再

編成に関する条例｣を制定し,分割線を確定し,次に約 1年前の平成 5年12月に ｢区の設置条例｣

を改正し,青葉と都筑の区名,区役所の位置などを定める2段階方式をとりました｡また,改正さ

れた ｢区の設置条例｣の施行日 (行政区再編成の実施日)を決める方法には,①当該条例の付則で

定める,②規則で定める,の2つの方法がありますが,再編成は,市民生活をはじめ各方面に及ぼ

す影響が大きいため,実施日を早期に周知することが好ましいとの判断にたち,①の方法によるこ

ととし,条例付則に,この改正条例は平成6年11月6日より施行する旨を明記しましたO

｢区の設置条例｣の改正案は,平成5年12月10日の市会本会議で可決され,12月15日に公布され

たことにより,青葉区,都筑区の平成6年11月6日誕生が決定しました｡

神奈川新聞 (平成 5年11月27日)
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第5章
新区総合庁舎等の整備

今回の行政区再編成は,区間の不均衡を是正し,より一周の市民サービスの充実をはかることを

目的としています｡そこで,新区の結合庁舎をはじめ公会堂,図書館,区スポ-ツセンターなどの

市民が身近に利用する施設については,行政区再編成にあわせて整備していくこととしました｡

再編成時には,一部施設を除いて完成が間に合いませんでしたが,平成7年4月24Elには青葉区,

都筑区の総合庁舎が,4月25日には両区公会堂などがオープンすることとなりました｡

1J%菓区総合庁舎の整備
(1)総合庁舎用地

青葉区の総合庁舎等の用地については,

区民の利便性や行政機関相互の連携を高め

る観点から,北部支所をはじめ瞥察署,税

務署等の行政機関が集積している市ヶ尾町

地内に所在し,かつ,区役所,保健所など

の行政施設をはじめ,公舎堂,区スポーツ

センターなどの市民利用施設を集約して建

設可能を敷地面桃を有している市ヶ尾町31

番地ほか (敷地両梯約2.7-タタール)の

土地を総合庁舎等の建設用地として選定し

ました｡

青葉区総合庁舎等建設用地



② 庁舎概要

敷地内には広場や小川を設置し,庁舎周辺をできるだけ緑化するなど,周辺の自然環境や住環境

に配慮し,庁舎も低層化,併設化をはかりました｡

都市計画道路横浜上麻生線の北側の敷地に区庁舎棟 (保健所を含む)と公会堂 ･スポーツセンタ

ー棟を併設で建設しました｡

また,道路の向かい側の敷地には,消防署と土木事務所を建設しました｡

〔庁舎概要〕

青葉区総合庁舎 (区庁舎棟) 公会堂.スポーツセンター棟

所 在 地 青葉区市ヶ尾町31番地の4

敷 地 面 報 22,938.09m2

構造 .規模 鉄骨鉄筋コンクリート造り,一部鉄筋コンクリート造り及び鉄骨造り 同 左

地下 1階,地上4階建て 地下1階,地上2階建て

延 東 面 柵 区 役 所 8,491.08m' 公 会 堂 3,021.77m2
保 健 所 2,087.90m' スポーツセンター 3,194.23m,

機械室等共用部分 4,795.79m' 機械室等共用部分 1,001.75nf

計 15,374.77mt 計 7,217.75mt

駐 車 台 数 来庁者用 120台

スケジュール 基本,実施設計 平成3年4月～平成5年 1月建 築 工 事 平成5年3月～平成7年3月

設 備 工 事 平成5年7月～平成7年3月

〔青葉区総合庁舎の各階配置〕

1略 総合案内所,区政推進課 (広報相談係),保健所,喫茶コーナー

2階 戸籍課,福祉保健サービス課,保讃課,地域福祉課,保険年金課,保健所

3階 課税課,納税課,建築課,区収入役室



第5章 新区総合庁舎等の整備

(3)区総合庁舎の特色

ア 周辺の良好な自然環境,住環境との調和をはかるため,雨水の中水としての再利用 (トイレ

の洗浄水),敷地内の緑化や浸透性の高い舗装材の使用のほか周辺環境に配慮したグリーン系

色を基調とした色彩の庁舎としました｡

イ 身体障害者,高齢者への対応として,1,2階にエスカレーターの設置をはじめ各階に身体

障害者用の トイレを設置しました｡

り 区民の交流の場として,庁舎の1階部分に区民ホールや喫茶コーナーを設けました｡

エ 区民に開かれた区役所とするため,オープンフロアー方式を採用するとともに電算化等-の

対応として,照明 ･空調 ･二重床の設備などに配慮をしました｡また,将来の区役所機能の拡

充等に備え予備スペースを確保しました｡

青葉区総合庁舎 (区庁舎棟 中央右)及び公会堂 ･スポセン棟 (中央左)

〔投影 .消防局横浜へリポート〕
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第5章 新区総合庁舎等の整備

21都筑区総合庁舎の整備
(1)総合庁舎用地

都筑区の総合庁舎用地については,住宅都市整備公団が施行をしている港北ニュータウン区画整

理地区内 (第2地区,タウンセンター地区内)に行政施設用地として,確保されていた土地を公EfF

から購入しました｡

62)庁舎概要

庁舎用地は,商業地区にあり,容税率も高いことから土地の高度 ･有効利用をはかる一方,区民

の利便性,行政機関の相互連携をはかるといった観点から,行政施設については,区役所,北部農

政事務所 (緑区総合庁舎から移転),保健所,消防署,市民利用施設として,図書館,公会堂,ま

た,児童相談所を一つの建物の中に収容しましたo

都筑区総合庁舎等建設用地



〔庁舎概要〕

所 在 地 都筑区茅ヶ崎中央32番 1号

敷 地 面 積 18,896m2

構造 .規模 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造り及び鉄骨鉄筋コンクリート造り,地下1
階,地上 6階建て

延 床 面 積 区 役 所 (農政事務所含む) 10,138m'

保 健 所 1,968m2

公 会 堂 3,104m.

消 防 署 2,216m2

児童相談所 2,010m2

図 書 館 1,640m2

地下駐車場等 9,688m2

計 30,764m2

駐 車 台 数 来庁者用 215台 (地上150台,地下65台)

スケジュール 基本,実施設計 平成3年4月-平成4年1月
建築工事 (その1) 平成4年9月-平成5年7月

建築工事 (その2) 平成5年6月～平成7年3月

設備工事 平成5年6月～平成7年3月

〔都筑区総合庁舎 (区役所棟)の各階配置〕

日貨 総合案内所,区政推進課 (広報相談係),保健所,喫茶コーナー

2階 戸籍課,福祉保健サービス課,保讃課,地域福祉課,保険年金課,区収入役室,保健所

3階 課税課,納税課

4階 建築課,北部農政事務所

5階 総務課,区政推進課 (企画調整係),地域振興課
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〔都筑区総合庁舎 (会館棟)の各階配置〕

1階 公会堂,図書館,消防署

2階 公会堂,消防署,北部児童相談所

(3)区総合庁舎の特色

ア 周辺の良好な都市環境との調和をはかるため,雨水の中水としての再利用(トイレの洗浄水),

敷地内の緑化や浸透性の高い舗装材の使用のほか港北ニュータウンセンター地区にふさわしい

白及びベージュ色を基調とした色彩の庁舎としました｡

イ 身体障害者,高齢者への対応として,1,2階にエスカレーターを設置したのをはじめ各階

に身体障害者用の トイレを設置しました｡

り 区民の交流の場として,庁舎の1階部分に区民ホールや喫茶コーナーを設けました｡

エ 区民に開かれた区役所とするため,オープンフロアー方式の採用をはじめ将来の予備スペー

スを確保するとともに電算化等への対応として,照明 ･空調 ･二重床の設備などに配慮をしま

した｡

都筑区総合庁舎 〔投影:消防局横浜ヘリポート〕



都筑区総合庁舎 (平面図)
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3I区役所,保健所,消防署等の開設及び整備
市民に身近な行政施設である区役所,保健所,消防署等については,11月6日の再編成の実施

E]から開設しましたが,区総合庁舎をはじめ土木事務所などの庁舎については,一部を除いて再

編成の実施日以降の完成となりました｡このため,再編成実施日以降庁舎が完成するまでの閑は,

市民サービスの低下を招かないことに配慮し,既存施設等を活用して開設しました｡

(1)青葉区における本市の事務所 ･事業所の開設状況

事務所,事業所 再 蓋転 成 時 再 編 成 時 以 降

区 役 所 旧北部支所において,開設 平成 7年 4月24日青葉区総合庁舎に移転

保 健 所 旧線保健所北部出張所において, 平成7年 4月24日
開設 青葉区総合庁舎に移転

消 防 署 青菜区市ヶ尾町33番地の1に青葉消防署開設 同 左

i * S # J.所 旧線土木事務所において,開設 平成 7年 3月27日 (新設)青葉区市ヶ尾町31番地の1に移転

水 道 営 業 所 緑北営業所 (青葉区大場町)を青葉営業所に名称変更 同 左

環境事業局事務所 都筑 (北を名称変更)事務所及び 同左 (将来,青葉区を管轄する事



62)都筑区における本市の事務所 ･事業所の開設状況

事務所,事業所 再 編 成 時 再 編 成 時 以 降

区 役 所 旧港北ニュータウン行政サービス 平成 7年4月24日
センターにおいて,開設 都筑区総合庁舎に移転

保 健 所 旧港北ニュータウン行政サ-ビス 平成 7年4月24日
センターにおいて,開設 都筑区結合庁舎に移転

消 防 署 都筑区池辺町4,261番地の1の2 平成7年 4月24日
で開設 都筑区総合庁舎に移転

土 木 事 務 所 旧線土木事務所において,開設 旧行政サービスセンタ-を改修 し移転 (平成 7年12月予定)

水 道 営 業 所 旧行政サービスセンターに水道サ 旧行政サービセンターを改修 し開
-ビスコーナーを設置 読 (平成 7年11月予定)

4[市民利用施設の整備
公会堂,図書館等の市民利用施設の建設については,区民の利便性や総合庁舎用地の高度 .有

効利用をはかるといった観点から,青菜区は,公会堂,区スポーツセンターを,都筑区は,公会堂,

図書館を総合庁舎と併設又は合集で建設をしましたoまた,緑区については,緑区十 日市場Plr地内

に図書館と老人福祉センターを複合で建設 しました｡

新4区の主な市民利用施設の設置状況は,次のとおりです｡

▲建設が進む緑区図書館･老人福祉センター

鴨 二 二 診

L
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≪新 4区市民利用施設 設置状況≫

施 設 名 港 北 区 緑 区 青 葉 区 都 筑 区

公 会 堂 ●港北公会堂 ●緑公会堂 ●青葉公会堂 ●都筑公舎堂

港北区大豆戸町 緑区寺山町118 青葉区市ヶ尾町 都筑区茅ヶ崎中

26-1 31-4 央32-1

図 音 館 ●港北図書館 ●7年春開館 ●山内図書館 ●都筑図書館

港北区菊名 姥人福祉センターと合菓) 青葉区あざみ野 都筑区茅ヶ崎中

6-18-10 緑区十日市場町825-1 2-3-2 央32-1

スポーツセンター ●港北スポ-ツセンター ●緑スポーツセンター ●青葉スポーツセンター 用地選定中

港北区大豆戸町 緑区中山町 青葉区市ヶ尾町

518-1 329-25 31-4

老人福祉センター ●菊名寿楽荘 ○7年春開館 (⊃7-8年建設予定 ●つづき緑寿荘

港北区菊名 (図書館と合築) 青葉区もえぎ野4-2 都筑区葛が谷

3-10-20 緑区十日市場町825-1 (緑保碇所北部出張所跡) 2-1

区民文化センター ●青葉区民文化センター(7イリアホール)青葉区青葉台2-1

休 日急患診療所 ●港北区休日急患診療所 ○7年春開所 ●青葉区休日急患診療所 ○7年春開所

港北区菊名 緑区中山町 青葉区藤が丘 都筑区牛久保西

4-4-22 1145-1ほか 2-20-10 1-23

地 区 セ ン タ ー ●菊名地区センター ●長津田地区センター ●山内地区センター ●都筑地区センター

港北区菊名 緑区長津田町 青葉区あざみ野 都筑区葛が谷

6-18-10 2327 2-3-2 2-1

●新田地区センター ●十日市場地区センター ●藤が丘地区センター ●中川西地区センター

港北区新吉田町 緑区十日市場町 青葉区藤が丘 都筑区中川

3236 808-3 1-14-95 2-8-1

●日吉地区センター ●白山地区センター ●若草台地区センタ- (⊃仲町台地区センタ-

港北区日吉本町 緑区白山1-2-1 青葉区若草台 (仮称)

1-ll-13 20-5 7年12月開館予定

●綱島地区センター港北区綱島西1-14-26 ●美しが丘西地区センター青葉区美しが丘西3-60-15

● 既設 (⊃ (建設予定含む)
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J匝 政区再編成連絡会議
今回の行政区再編成にかかる新区の総合庁舎の整備や事務移管等の諸問題を,多角的に検討 ･調

整するための庁内プロジェクト組織として関係局区長を構成員とする行政区再編成連絡合議が,平

成2年7月に設置され,再編成全般にわたって総合的な調整を行ってきましたが,新区役所の開設

が間近となった平成4年夏ごろから,行政区再編成連結合議の下部組織である行政サービス部合が

中心となって,区役所事務の移管方法についての検討を行い,｢港北区 ･緑区事務移管計画書｣を

取 りまとめました｡

2l区役所事務の移管
(1)今回の特色

ア 都筑区における台帳移管

昭和61年の戸塚区の行政区再編成の際には,新区 (新支所)の受け皿となる本郷,中和田,

山内の3支所がすでに存在し,支所エリアに地域を区切って行政サービスが提供されていまし

たOこのためかなりの台帳類がすでに保有されており,再編成時には一部拡張された所管区域

分の台帳移管が実施されましたo

としての位置つけをもたず,港北区,緑区の全区民を対象としたサービスを実施していました｡

このため,台帳類はすべて港北区,線区,北部支所に据え置かれたままであり,この膨大な台

帳類を限られた期間内に移管する必要がありました｡

イ 電算システムの大幅変更

前回再編成の昭和61年以後,住民基本台帳の電算化が実施され,その後,歳出管理システム,

新税務システム,新国保システム等が相次いで稼働しましたO

このため,行政区再編成に合わせ,従来の16区1支所から18区-の行政区域の変更に関し,

膨大な量のシステム変更作業が必要となり,早い時期から作業に取り組みました｡

他 ヒ 二 .｣ 沙
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G2)事務移管計画の作成

このように,今回の行政区再編成に伴う事務移管は,多くの困難な問題が想定され,特に都筑区

にかかる移管事務量が多いため,新区への事務移管 ･台帳移管の実施方法を事務移管計画として取

りまとめることとし,平成4年夏ごろから,行政サーヒス部会で移管についての検討を開始しまし

た｡

検討の開始に当たって,基本方針及びスケジュールを次のように定め,準備を進めていくことに

しました｡

≪基本方針》

① 住民や地区内の法人等の利便性の低下や負担をもたらすことのないように十分配慮する｡

② 経常事務及び再編成実施後における事務事業の執行に支障やそごをきたすことのないよう

にするO

③ 局 ･区間で緊密を協議,調整を行うとともに,E]･県等の関係機関との連絡調整を十分に

行うこととする｡

④ 事務移管を円滑に行うため,特に,大規模電算システムへの対応を十分検討し,準備事務

の早期完了を図る｡

⑤ 都筑区役所は支所機能のない状況で,2区1支所からの事務及び台帳を引き継く､ことにな

るので,円滑かつ効率のよい移管方法等を検討する｡

《スケジュール》

平成5年度 〔計画段階〕

4月～8月 移管事務事業及び公簿類の把握と区分

基本計画書の策定

9月～3月 実施計画書 (処理マニュアル)の策定

行政区再編成連結合議における事務移管計画の確定

区別事務移管計画のとりまとめ

平成6年度 〔準備実施段階〕

4月-分区実施日 ｢港北区 ･緑区事務移管計画書｣及び ｢区別事務移管計画書｣に基づ く

移管作業の準備及び実施

このスケジュールにもとづき,平成5年 4月から8月にかけて,移管対象事務事業及び公募類の

調査を行ったところ,次表にあげた種類の事務,公募頬の移管が必要であることが判明し,これら

すべての事務及び公募類について平成6年3月までに事務移管計画を作成し,この計画に基づき11

月5日と6日の2日間で移管を完了しましたo

区 分 事務 .事業 公 募 類

青 葉 区 分 111種類 222種類

都 筑 区 分 134種類 237種類



3匝 係行政機問との協議
(1)関係機関との連絡 ･調整

本市の行政区は,国,児等の行政機関の所管区域となっている場合も多いため,行政区再編成は,

これらの機関の業務執行に大きな影響を及ぼすことが想定されます｡また,行政機関の所管区域か

変更された場合は,市民生活への影響も大きいものがあります｡

このため,平成4年 5月の行政区再編成審議会の答申,5年12月の ｢区の設置条例｣の一部改正

といった再編成事業の節目には,各種行政機関等を対象に説明会を開催し,行政区再編成に際して,

これらの機関が円滑な対応がとれるよう,最新情報を提供するとともに,意見交換を行ってきまし

たo

説明会のなかで,特に問題となったのは,次の2点です｡

(丑 行政区再編成に伴う区民 ･法人の手続

区名が変更されることにより,区民や法人の負担が生じないよう,公簿や証書類は各機関にお

いて,職権での書換えや読替えで対応が可能かどうか｡

② 行政機関等の所管区域

特に都筑区は,区域がこれまでの港北区と緑区から構成されるため,各機関の所管区域が変更

されない場合は,区内を2つの事務所が所管することとなり,区民の混乱等が想定される｡この

ような状況を避けるため,都筑区の所管を一つの事務所の担当とすることが可能かどうか｡

(2)各機関との個別協議事項

各機関と個別に協議を重ねた結果,所管区域については,次のとおりとなりましたO

また,手続きについては,61ページ ｢行政区再編成に伴う手続｣のとおり,職権での書換えや読

替えでの対応が可能となりましたo

ア 県税事務所の所管区域

再 編 成 前 再 編 成 後

港北区 神奈川児税事務所 港北区 神奈川県税事務所

イ 社会保険事務所の所管区域

再 編 成 前 再 編 成 後

港北区 鶴見社会保険事務所 港北区,緑区 港北社会保険事務所
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ウ 警察署の所管区域

再 編 成 前 再 篤 成 後

港 北 区 港北警察署 港北区,都筑区 港北警察署

緑 区 緑 警察署 緑 区 緑警察署

エ 横浜地方法務局

く法務局出張所 (登記所)の所管区域〉

再 編 成 前 再 編 成 後

港北区 港北出張所 港北区 港北出張所

緑区,昔薬区 川和出張所

緑 区 川和出張所 都筑区 旧港北区区域-港北出張所

オ 関東郵政局

く郵便局の所管区域と郵便番号〉

再 編 成 前 再 編 成 後

港 北 区 港北郵便局 222 港 北 区 港北郵便局 222
綱島郵便局 223 綱島郵便局 223

緑 区 緑郵便局 226 緑 区 緑 郵便局 226青葉台郵便局 227 都 筑 区 青葉郵便局 (青葉台東を改称) 224

青葉台東郵便局 225 青 葉 区 青葉郵便局 225

力 東京国税局

く税務署の所管区域)

再 編 成 前 再 編 成 後

港 北 区 神奈川税務署 港北区 神奈川税務署

緑 区,青葉区 緑税務署

緑 区 緑税務署 都筑区 旧港北区区域-ノ神奈川税務署



第7章
行政区再編成に関連する事項

1]̂口告示と議員定数
(1)人口告示

市･児議会の議員の定数については,各自治体の人口に応じて上限が決まっており,各自治体で

はこの範囲内で条例により定め,各選挙区ごとの定数は,人口比を遊離に配分して定めることとさ

れていますo

また,定数配分の基準となるのは国勢調査による人口ですが,今回の行政区再編成の場合のよう

に,国勢調査の実施日以降に選挙区の境界変更があった場合は,都道府拍知事が告示した人口が基

礎となります｡

この告示人口は,最近の国勢調査結果を,変更のあった日のそれぞれの区域の人口により接分し

て算出するものとされており,今回新たに誕生した港北,緑,青葉,都筑の4区の告示人口は,吹

の罪式により算出されることとなります｡

ア 告示までの経過

人口告示をするためには,平成6年11月6日現在の新4区の人口数が必要となるため,9月に

娘から人口集計の依頬を受けました｡依頼に基づき本市では,再編成実施El現在の人口を集計し,

平成6年11月8日に児に次のとおり報告しました｡

叫■ー

L
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〔再編成に伴 う新 4区別人口〕

1 平成6年11月6日現在新港北区の人口 総数 278,188人(男 144,113人)(女 134,075人)

2 平成6年11月6日現在新緑区の人口 総数 149,319人(男 75,758人)(女 73,561人)

3 平成6年11月6日現在青葉区の人口 総数 246,433人(男 126,828人)(女 119,605人)

これを受けて,児では,平成6年11月18日付の神奈川県告示第917号をもって,神奈川児知事

名により,新4区の人口の告示を行いました｡

神奈川県告示第917号

平成6年11月6日に横浜市港北区及び同市緑区が,同市港北区,同市緑区,同市青菜区

及び同市都筑区に再編成されたことに伴い,地方自治法 (昭和22年法律第67号)第254条

の規定による同市港北区,同市緑区,同市青葉区及び同市都筑区の人口は,次のとおりと

なった｡

平成6年11月18日

神奈川膿知事 長 洲 -

横浜市港北区 259,588人

同 線 区 139,336人

同 音菓区 229,957人

同 都筑区 103,556人

G2)市会議員定数

指定都市の市会議員は行政区を選挙区の単位とし,その選挙区ごとの定数は人口比を基準として

条例で定めることとされていますOまた,各選挙区ごとの定数や総定数は,任期満了や解散に伴う

一般選挙の場合に限って変更できるとされています｡

このため,本市会では平成7年4月の統一地方選挙を控え,行政区再編成実施後に,全選挙区を

通じた定数の見直しを行うことになりました｡

その結果,議員提案として ｢横浜市会議員定数及び各選挙区選出議員数に関する条例｣の改正が

平成6年第4回 (12月)市会に提案され,この条例案は,12月9Elに可決成立し,12月15Elに条例

第76号として公布されました｡

各区の定数は次表のとおりです｡



〔表1 市会議員定数の新旧比較〕

区 人 口 議員定数 区 人 口 議員定数
従来 改正 従来 改正

鶴 見 区 250,100 8 7 金 釈 区 197,753 5 6

神 奈 川 区 205,510 7 6 港 北 区 259,588 9 8
西 区 76,978 2 2 都 筑 区 103,556 3

ll中 区 116,634 4 3 緑 区 139,336 4

両 区 194,617 6 6 青 葉 区 229,957 7

港 南 区 224,036 6 6 戸 塚 区 238,536 7 7

保土ヶ谷区 195,795 6 6 栄 区 123,766 4 4

旭 区 248,882 7 7 泉 区 126,866 4 4

磯 子 区 168,846 5 5 瀬 谷 区 119,575 3 3

(3)県議会議員定数
都道府児議会の議員の選挙区は,郡及び市の区域を単位 とすることが原則とされていますが,描

定都市においては区が単位とすることとされてますOそして,各選挙区ごとの定数は人口に比例 し

て定めることや,総定数の見直しは一般選挙に限られる点は市会議員の場合 と同 じであり,児議会

胃我員についても,定数条例の改正案が識員提案により12月定例児議会に上程 され,表 2のとおり決

定 しました｡

〔表2 県議会議員定数の新旧比較〕

遠 挙 区 定 数 選 挙 区 定 数 選 挙 区 定 数
旧 新 旧 新 旧 新

柿浜市 鶴 見 区 4 4川崎市 川 崎 区 3 3 大 和 市 3 3

神 奈 川 区 3 3 幸 区 2 2 伊 勢 原 市 1 1

西 区 1 1 中 原 区 3 3 海 老 名 市 1 1

中 区 2 2 高 津 区 2 2 座 間 市 2 2

南 区 3 3 宮 前 区 2 2 南 足 柄 市 1 1

港 南 区 3 3 多 摩 区 2 2 綾 瀬 市 1 1

保 土 ヶ 谷 区 3 3 麻 生 区 2 2 高 座 郡 1 1

旭 区 4 4 横 須 賀 市 6 6 中 郡 1 1

磯 子 区 2 2 平 塚 市 3 3 足 柄 上 郡 1 1

金 沢 区 3 3 鎌 倉 市 2 2 足 柄 下 郡 1 1

港 北 区 46 4 藤 沢 市 5 5 愛 甲 那 1 1

都 筑 区 1 小 田 原 市 3 3 津 久 井 郡 1 1

緑 区 2 茅 ヶ 崎 市 3 3

青 葉 区 3 子市 .三浦郡 1 1

戸 塚 区 3 3 相 模 原 市 8 8

栄 区 2 2 三 浦 市 1 1

泉 区 2 2 案 野 市 2 2
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2暮衆議院議員の選挙区画
衆議院議員選挙における小選挙区制の導入に伴い,衆議院議員選挙区画定審議会が平成6年 4月

に設置され, 4か月後の8月に,行政区再編成を踏まえた新たな区割り案が勧告されましたo

この勧告に基づいて10月の通常国会に ｢公職選挙法の一部を改正する法律｣案が上程され,11月

21日に成立,新たな選挙区は次のとおり決まりました｡

第7区 横浜市 港北区 .緑区 .都筑区

第8区 横浜市 青葉区

3l選挙管理委員会の再編成
平成6年11月6日に港北区及び緑区の再編成が実施されたことに伴い,それまでの両区選挙管理

委員会は前日の11月5日をもって消滅しました｡

新区の選挙管理委員会の委員の選任については,地方自治法第182条の規定により,議会での選

挙が必要とされるため,新区発足後の最初の市会である12月市会において選挙を行い,新4区の選

挙管理委員会の委員が選任されました｡この委員が選任された12月2日をもって,新4区の選挙管

理委員会が発足し,平成7年4月に行われる統一地方選へ向けての事務が開始されました0

4I新町の設定及び住居表示
(1)分割される町区域の整理
今回の行政区再編成では,一部地域において,新区境が従来の町区域を分割する箇所が生じまし

た02区に同一町名が存在 した場合は,市民に分かりにくく､混乱を生む原因になります｡

そこで,新区境により2区に分割されることとなった町については,大きな面積や人口を有する

区域に従前の町名を残すこととし,他方については,新町の設定または隣接町への編入を行うこと

によって,二区に同一町名が存在することのないように整理することとしました｡

この中で,荏田FllTについては,青葉区に存続させることとしましたが,都筑区の荏田町関耕地地

区において,区画整理事業が平成10年の終了予定で施行され,換地時に新町が設定されるため,再

編成の実施時点では,都筑区の荏田町についても,そのまま残すこととなり,荏田町だけが青葉区

と都筑区に存在することとなりました｡

なお,町名の変更を再編成実施日と別の時期に行うと,住民や法人の負担が大きくなるため,行

政区再編成の実施巨=こあわせて,町名を変更しました｡



〔表3 行政区再編成と同時に施行する町区域の設定及び変更〕
(もとの町区域からみた場合)

11月5日以前 11月6日以降

区 名 町 名 区 名 町 名

港 北 区 牛 久 保 町 都 筑 区 牛久保町,牛久保東- .二丁目,中川中央-丁目

青 葉 区 新石川四丁目

荏 田 町 都 筑 区 茅ヶ崎中央

大 棚 町 都 筑 区 大棚町,牛久保東- .二丁臥 早測二丁目

勝 田 町 都 筑 区 勝田町,早測一 .二丁目

北 山 田 町 都 筑 区 北山田町,北山田- .二丁目,東山田- .二丁目,
南山田二丁目

新 吉 田 町 港 北 区 新吉田町
都 筑 区 早測--三丁El,)捗田町

茅 ヶ 崎 町 都 筑 区 茅ヶ崎町,茅ヶ崎中央,茅ヶ崎南二丁目

中 川 町 都 筑 区青 菜 区 中川町,牛久保東一丁臥 中川二丁臥 中川中央

-T目

荏田町,新石川四T日

新 羽 町 港 北 区 新羽町
都 筑 区 勝田町

東 方 町 都 筑 区 茅ヶ崎南二丁目

東 山 田 町 都 筑 区 東山田町,東山田- .二丁目

南 山 田 町 都 筑 区 南山田町,牛久保東二丁臥 北山田二丁目,早洲
二 .三丁臥 南山田二丁目

緑 区 荏 田 仰 青 葉 区 荏田ILIT,新石川凹丁目

都 筑 区 荏田仰,荏田東町,荏田南町,荏田南四丁臥 荏

田南五丁目

佐 江 戸 町 都 筑 区 佐江戸町

唯 二塁 診

｣
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〔表4 都筑区に存在する荏田町〕

都 筑 区 荏田町2番の1,2番の4,2番の8,2番の9,2番の10,4番の1,5番,

6番の1,7番の3,8番から10番,11番の1,11番の3,15番の1,15番の

4,19番の2から19番の4,20番の1,20番の3から20番の5,21番の1,22

香,23番の1,28番の3,36番の1,37番の1,38番の1,39番の1,40番,

41番の1から41番の3,42番の1から42番の4,43番の甲,43番の2,44番,

45番の1,45番の2,46番から49番,50番の1,50番の3,51番の1,51番の

2,52番の1,52番の2,53番,54番の1,54番の2,55番の1から55番の3,

荏 田 町 56番の1,56番の2,57番の1,57番の2,58番の1,58番の2,59番の1,

59番の2,60番の1から60番の3,61番の1,61番の2,62番の2,63番の2,

64番の2,65番の2,66番の3,67番の3,71番の3,74番の2から74番の4,

75番の1,75番の2,76番から88番,89番の1,89番の3,90番の1,95番の

1,100番の1,lol香,103番の3,104番の3,105番の2,105番の3,106

番の1,106番の2,107番,108番の2,109番の2,111番の2,112番の2,1

16番の5

5匝 連条例の整備
行政区再編成に伴い改正を必要とする条例としては,事務所 ･事業所等の設置を定めた条例で行

政区再編成に伴い所管区域を変更する必要があるもの,市民施設等の設置を定めた条例で所在地の

表示や区名を使用した施設名を変更する必要があるものの2種類に区分されます｡

事務所 ･事業所の所管区域の変更については,市民生活に与える影響を考慮し,早めに決定,周

知することが適切であり,｢区の設置並びに区の事務所の位置,名称及び所管区域を定める条例｣

の改正にあわせ,平成5年12月に改正しました0

-万,施設等の所在地の表示や名称等の変更については,所管区域の変更ほど市民生活に影響が

ないため,行政区再編成直前の平成6年 9月に改正を行いました｡

【平成 5年12月に改正を行った条例】

e) 区の設置並びに区の事務所の位置,名称及び所管区域を定める条例

② 横浜市区役所支所設置条例 ･･･ (廃止)

③ 港北ニュータウン建設区域並びに区役所及び区役所支所の所管区域の特例に関する条例 -

･ (廃止)

④ 横浜市港北区及び緑区の再編成に関する条例 - ･ (廃止)

⑤ 横浜市児童相談所条例



(参 横浜市福祉地区及び福祉事務所条例

(診 横浜市保健所条例

⑧ 横浜市優生保護相談所条例

⑨ 横浜市各農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条例

⑲ 横浜市消防本部及び消防署の設置等に関する条例

⑪ 横浜市消防団の設置等に関する条例

【平成 6年 9月に改正を行った条例】

(∋ 横浜市公会堂条例

(診 横浜市地区センター条例

③ 横浜市青少年施設条例

(参 横浜市障害者研修保養センター条例

6) 横浜市在宅支援サービスセンター条例

⑥ 横浜市老人福祉施設条例

(診 横浜市保育所条例

⑧ 横浜市地域医療センター条例

⑨ 械浜市結核診査協議会条例

⑲ 横浜市港北ニュータウン開発審議会条例

⑩ 横浜市営住宅条例

⑲ 横浜市消防団員の定員,任免,給与,服務等に関する条例

⑬ 横浜市立学校条例

⑩ 横浜市立図書館条例

⑮ 横浜市青少年野外活動センター条例

【平成 6年12月に改正を行った条例】

(む 横浜市会議員定数及び選挙区選出議員数に関する条例

(汰)議員提案

61区民の手続
行政区再編成に伴い,各官公署においては,保有する公簿類の移管や区名の書換え,あるいは住

民や法人が交付を受けている証書類の区名の書換えが必要となりますが,その際に届出を求めると

なると,住民や法人にとって大きな負担が生じます｡

そこで,そうした負担が極力生 じないようにするため,職権での書換えや,変更されたものと見

なすなどの措置により対応 してもらえるよう各機関に協力を求めた結莱,ほとんどの公簿 ･証書類

について手続が不要となりました｡

唖 国 璽 珍

｣.



〔表5 行政区再編成に伴う手続き〕

第7章 新区開設準備

公 簿 .証 書 等 手 続

戸蒋住氏3Z～; 戸緒簿 職権書換え,手続不要

住民基本台帳 職権書換え,手続不要

且8% 外国人登録 登録原票 職権書換え,手続不要

登録証 来庁時に書換え

印鑑 印鑑 登 録 登録 職権書換え,手続不要登録証 継続使用可,手続不要

汲.良記 法 人 登 記 本店の所在地 職権書換え,手続不要

代表者の住所 変更したと見なす (申請があれば書換え)

不重力産登記 標題部 (物件の所在)の表示 職権書換え,手続不要

所有者の住所 変更したと見なす (申請があれば書換え)

税金 市税 .県税 .国税の各種公簿類 職権書換え,手続不要

幸 原付の標識 (ナンバープレート) 継続使用可,手続不要
運転免許証 早期の手続必要

車 検 証 自動車 .二輪車(125cc以上) 変更したと見なす (希望があれば書換え)

軽自重力車 変更したと見なす (希望があれば書換え)

健煤医痩 国民健康保険 匝 帳 職権書換え,手続不要

座 保険者証 新証を交付 (旧証は回収)

老人保健医凍受給者証 //

㊨医療証,⑳医療証 //

育成 .療育,小児特定疾患等医療申請 職権書換え,手続不要

辛金 国 民 年 金 加入者台帳 職権書換え,手続不要

年金手帳 各種申請 .届出の際,書換え

受給者台帳 職権書換え,手続不要

年金証書 継続使用可,手続不要

老齢福祉年金 受給者台帳 職権書換え,手続不要

年金証書 継続使用可,手続不要

厚 生 年 金 受給者台帳 職権書換え,手続不要

年金証書 継続使用可,手続不要



｢

公 簿 .証 書 等 手 続

福祉老 生活保護支給証 新証を交付 (旧証と引換え)

母子寡婦福祉資金受給者台帳 職権書換え,手続不要

特別児童扶養手当受給者台帳 継続使用可,手続不要

身障 .療育手帳 継続使用可,手続不要

特別乗車券,敬老特別乗車証,福祉タクシー 継続使用可 (有効期間内),手続不要

人 利用券

一時入所利用者登録証 (老人施設) 更新時に書換え

老人保健法に基づく健康手帳 継続使用可,手続不要

千供 母子健康手帳 対象者台帳 職権書換え,手続不要

手帳 継続使用可,手続不要

児童扶養手当証書 更新時に書換え

特定者資格証明書 更新時に苔換え

雇用 厄用保険 失業給付金受給者台帳 職権書換え,手織不要

普業許可等 管察 銃砲刀剣,質屋 許可証 変更したと見なし,手続不要

金属屑回収業,古物商 許可証

風俗営業,警備業 許可証

駐車禁止除外指定車 許可証 更新時に書換え

煤健所 旅館業,興業場 許可書 継続使用可,手続不要

公衆浴場,哩 .美容 確認書

クリーニング等 桑認書

食品衛生法関連 許可証 更新時又は随時暫換え

病院,診旅所,助産所 午可証 継続使用可,手続不要

薬局 .医薬品販売菜等 午可証 更新時に書換え

その也 屋外広告物許可台帳 職権書換え,手続不要
道路占用許可 職権書換え (台帳),許可証は見なし

7l広報
行政区は住所の表示として市民 ･法人に頻繁に使用されるほか,行政機関の所管や地域団体の組

織の単位になるなど,区画や区名の変更が市民生活や企業活動に与える影響は少なくありません.

また,このような事業を推進していくうえでは,市民の意見を反映することが重要であり,その

ためにも税極的に市民に情報を提供していくことが必要です｡

噂 ::== 診



第7章 新区開設準備

そこで,答 申や 区名選 定 な どの節 目には, ｢広報 よこは ま｣の市版 な どで全市的 に広報 を行 った

ほか,行政 区画変更 に伴 う手続 きや新 区 に関す る情報 な ど幅広 い分 野 につ いて, ｢広 報 よこは ま｣

の区版 な どで きめ細 かな広報 を実施 しま した｡

各段階での主 な広報 の内容 は以下の とお りです｡

時 期 内 容 媒 体
広報 よこは ま 報 道 畿 関 そ の 他

平成 3年10月 行政区再完成審議会の 平成 3年12月号 10月26日

｢中間案｣ .hL_E北 区 版緑 区 版緑区北部版 新聞 .テレビ各社市政記者発表

平成 4年 5月 行政区再毒窟成審議会の 平成 4年 6月号 5月 8日

答申 市 版港 北 区 版緑 区 版緑区北部版 新聞 .テレビ各社市政記者発表

平成 4年12月 ｢横浜市港北 区及び緑 平成 5年 2月号 11月27日 ○再編区l及びチラシ

区の再編成に関する粂 市 版 新聞 .テレビ各社 のBIF_回覧

例｣の制定 港 北 区 版緑 区 版湧哉区北部版 市政記者発表

平成 5年8月 区名の券集 平成 5年 8月号 7月30日 ○ボスタ-の指示

LTli=n北 区 版 新聞 .テレビ各社 各区役所 .支所等

彩猿 区 版緑区北部版D区准備号 市政記者発表 4区内市民利用施敬,釈,''li串 .バス坪内,町内会掲示根等○チラシ班回覧

平成 5年10月 区名選定委員会の報告 平成 5年12月号市 版港 北 区 版緑 区 版緑区北部版D区準備号 10月26日新開 一テレビ各社市政記者発表

平成 5年12月 ｢区の設置等 に関す る 平成 6年 1月号 11月26日 ○新 4区図及びチラ
条例｣の改正 都筑区準備号 新聞 -テレビ各.杜 シ

(区名 -実施 日の決定) 平成 6年 2月号港 北 区 版貞操 区 版式簸区北部版 ○法人向 リーフレット郵送

平成 6年 4月 新区開設準備 平成 6年 4月号～ 10月 3日 ○ ポスターの掲示

-10月 11月-F港 北 区 版 新聞 .アレヒ各社 各区役所 .支所等○甘楽区 .都筑区誕

緑 区 版 (ll.2-ll.6に か け
緑区北部版 て,各紙に特集記司壬 戸配.朽

匂 ::::::到

IL



広報よこはま ･みどり区北部版 平成 3年12月号
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広報よこはま･市版

平成 3年12月号

そこで､市は寄議会に諮問し､
①港北区及び穎区の区域の貰②行政区再SE戊に関し必要な事項について放射が亜ねられてきました答申は､地域の状況や地元の意向を籍まえて､多角的･将来的な視点から検討した両区のE]分割案を蛙としています.(図と未を農)また､再BF成に当たって､而民生帝に髭足して爽施する必要のある様々な対応についても述べていますq特に､区の名称は､弟在区役所があるAを帝北区､Bを穎区とLJcD両方の区名は､区名選定垂貞会を設けてー公募する藁

が盛り込まれています｡

さらに､今後の良好として､区の特性や多様化する市民ニーズを諮まえた特色あるヴィジョンの策定､ソフト･ハード両面にわたる行政サービスの向上､市民に身近な区の横閑の尭爽なども撃害され

ています｡

この答申を受けて'市では今年度に､薪四区の区域を定める条例の制定､区庁舎などの頚投書工､区名選定に着手し'平成五年度には､区役所の位正･名称所管区域を定める条例を改正し､六年度

の新区尭足を目指します｡
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広報よこはま･みどり区北部版 平成 6年 5月号 広報よこはま･都筑区準備号 平成 6年 5月号

シリーズrt事区F生C)邑Aj①

区が変わると手続きが必要 ?
平LL6事11月6EW 行EtEE7IT成により X止2EAfの 法人L=は5m ご方円します.

t内は r*暮G:｣と r8坑EE｣のEEttこ8りfT.これ
にZqitして.ClBEの書さんから生話にかかわりのBELLt A Jl､中手だのすEEは駅 にILるのですれ
柄を中心に■qd書せられ*L.に,そこで QEl､こJIA.汚BZEMJaFlによるEZはありkせん
Mの事かゥT=■1についてL-El介しtT.

A +事Egの庁舌はどこになります机

0.EL所はどのようL:gbものですm rT帥 bZlはモ A.JiE雛 EFにはRtEのJ脚 が■■EZの庁舌にな

A.諾 …諾 ㌫ は脚 ｡1 .,.桝 ,.nT帥 ｡打 ･JtFf'肋 ヒ暮♯Tの北K W 中廿 I

btはそのままで 亘るのみblgわりま1. lFqBせ】 捌 Em 桝 ■乱ヨ℡963EB23]a
cL EE名の文王に上りT;公事への事■きbLE,Fですか -郵便番号が一部変モー
A TI･,_■√<lIPJさ 亡ヽ.A,77..1 ■､●■ ,iI ←■ぺl_I.～.∩ -1▼H..I..I.. ‥.I

~
Eg
宅
か
EA
43
石
と
塁

の
事
ZC
t
lは

の
i
り
変
わ
呈

.

必
事
に
な
り
壬
丁
か
r･

∇
K
淀
Eu

E
月
6
E

土
鳩

t
S

法
人の
N
PJと
▲望
干

∇
対
t

B
lR
E
の
全
y

ま
さ
の
必
書
は
あ
れま

せ
ん
.
LJLJL

∇
L
古
書

p
-
2
4

(頚
t
L]のr
IL
白
t
ガ
t
LEEZが

日
月
tp

日
か

ら
'■
tK∬
t
L局
に
讐

す
.)

【瑚
合
せ
】

■
K色
k
f
r
d
1
(荏
EZl

tE二
T
m
-

ILh)
℡
9
-
3
舟
5
6

;
:
:
:

IT
t
L
.
.
..
I
.
.
i
..

甥
農

畜

覇

憾

胡

男

瑠

区
名
だ
け
が
安
わ
り

町
名
･
均
暮
は

な
り
よ
す
の
で
.別
垂

)暮
内

そ
の
ま
ま
で
す
.
た
だ
し
Lt:故
g
F
gr

1
∬付
d
iLI_
の
ナ
/
パ
⊥

虎
と
E
符
に
､
圧
LD
B
EI不
や
ポ
町
改
定

は
?

薫

りな
う
池
V
に
つ
い
て
は
町
名

な
ど

その
士
轟
叩で
き

ま
す
.

が蔓
し
ま
す
.

-
t
丘
暮
P
の
F
II
は
'

-
区
d
)が
変
わ
る
と
F
e
.
住
E
K
､

庁
R
g
■
St
文
!.Iよ
]d
b
d

区
が
発
足
す

る
こ
と

に
関

し

て
､
生
活

に
か
か
わ
り

の

深

い
手
続

き
を
中

心
に
､
こ
扱

明
し
ま
し
ょ
う
｡

十

1
月
六

EZ)
の
都
筑
区
賀
生

ま
て

あ
と

六

カ
月
｡
眉目 E

新 @ a a

ず
･･t

t
t
]ヽ
､

1
小

中
事
校
の
事
区
は
EX
t
L
ま
す

か
･=.;
■
ド
■
ln
l'J
J
も
S
t
u
<
n

f
せん
.

X
や
さ
ん

が
お持
ち
の
正
+
中
手
t
な

ど
の
蔓

は
､
ほ
と
ん
ど
の
■
さ
辛
よ

さ
の
g
f
は
あ
り
ま
せ
ん
.
た
だ
し
圧

馬
琴
不
や
ti
打
設
貰
に
よ
り

.町名
の

蔓

が
空

地
t
に
つ
い
て
は
手
JE
t
J

が
lL
な
り
よ
す
の
で
.
対
d
E走

る
t
J

書
､
狂
人
に
は
別
途
こ

K

円
しよ
す

.

#
広
illつ
い
て
は
､
十
月
に
全
世
t

に
E
kiK･す
る
冊
子
で
お
Ei!ら
せ
し
書

【間4)せ
】
★
区
別
政

事
■8
7rtt
)9

1
2
JF
2
9
1
2

青葉区 ･都筑区誕生ガイ ドブック 法人向けリーフレッ ト

青
葉
区
誕
生
ガ
イ
ド

ブック
)

げ

で迦
簸

一
ア

‥..-1･.!
it
i

ll..･=7)

nT.
r心
都筑区誕生
ガイドブック一

′'i鬼

斗一宇

忠山や

企S
･.

笛

cb@?
,鎧

や態

晋
追

払♯態晋産
品笛
遜

｡
･L
.
T
ydii>冷遇｡･
L
.
チ.

横浜市横浜市

*斗広･♯gl区書生のこホ内
_ t-■'■■'L

...蛋 塾 zN_I,F



毎日新聞 (平成 6年11月4日)

KM q ⑪ 書 EZポ EKO 横浜市分区持雑 1994年(宇JAatH 1月4E日 暮■E]) 柑 J̀F

日.Irk.′､■J･..T

住
民
参
加

のまちづくり
…猶弼弼M

.告 .･昌 L三十 廿 一 ･.

Enコハ▼に二重

N妻ヽ十Eきた

羊nろr芦】と
看】V真_
しいqnハPのtしい■.な套
しい

■一壬.▲J▲Ert｢JEL'p･tI.i｢･..′■

急に一n灯れば､芳nたJH･l茎L,｢土

墨
】書打萱丁.WZいに萱

_▲pr,TutH■ハ■.'L･l一上h】一k.Lt

q書

■巾.rrXに藍

バイオリニスト'重ん童寸

矛つ訂亡墨に一嘉冨りdE.-I
】-I.ー】ツ*W書訂慧出'Jとい▲■ト亡で●九な

らり'二十一至当です.れ屯.足芸ノ
いーつイメタ'シフタ一書か監てく

ハききいいと麦-ヅがなりiして｢rr
もそろいになゥていさん一て

いいとい勇り一し
て
葺
蓋的年ざい.Tよ.葺nとい垂T

L.JT･▼.--i.t■(､JLJI./4'.L.･J
rrJ._L-.H･r･+ ていらゥし+U.=ホV

Ftt■一bt･J_rd'J･ヽ■r･,ヽ十一,")～-■JT一･

↑歪の慧Wqのおっし◆る一一nヽい古い一勺菱Tんでい真

空丁円t芋.それNで■誓ノウク■川の蔓
l蔓

り●■■ZtLIA▼J_IJ+･_tTt●.,▼き､(､Y･JJ▲､

_に寿FJtWって是句.それが'芳t■n一▲かLJZ_つていくん〃筆一

歪】いうイメージが一(tい).
かった色土T.それが､ぴt<それが､十…

ウV暮らいの章一でに■INL●ILーL｢<LbAく

I-.～-･ut一!Gd三･(/.)･もtr･

■〃ざれいに笥いち〃しけ等た岳

い1壱乃聖人でいっiJTR■】董■に兼た

とい▲dtが喜q嘉
雲
ソ

n･JVLITAヽ一▲IJJr4!
t

tTJ-一

～-専
いつやらい℡
EW
AJ.

r+男】の■Mとナ蔓ってい'-人でい羊.千若V一.嘉一!にC1ぅて■■′■√e_･Jt'__ヽ■ヽtt｢.JL.IヽuJTヽ‡Kや●喜亡-つ二秀人て蔓ヤカっ一iしいでし▲碁丁呈Tすいんじ●ないかとい千位至｢F1-妻ヽ

｢

丘の街｣とr生活文化都市｣

昔兼崇･

千住さんと
市

長
対族

L
･･

･
:

;t
･
二手'
't

-
辛

葺rV壬ノいうJ毒壬mり二つ.王も真意んだとLLJq.t.1､L■･●ヽ.ヽ]･E_L▲fLT義一(.■一t_JLTI_I._､■
r､-Jrt･trILUH〇･tJ■l■l｢■■'.
で壁N)一毒したRや葦にしてy市IF▲十重｢.iJか蔓つく蔓ていやこ蓬かA力で嘉一小tら'■h…RもI.IJI++I/I_(一AJ_LV,.ヽ-I_.I_Iも一●つ.な虹■川下LY■賓とい嘉ぎ2-｢誓い亡gノ斗ノノJ芋.一JGdけの住七一EFJuなVJ千仏きっAJJM一′･A..1ヽ､.壬_′T■′■●ttJ['_,,r_/.+.†一■J)Iモーけでい手.kIL喜一巾に暮Lj,dFUに監てい麦ヒハt(●■■▲リ■.-Ln<♪■■T]･rbII;.Ilr■ゝ■kLn●-■ヽtゝ7一■H.'L一■ZE.いい■tOyI_･th/Iってい鼻､蔓りら蔓てい▼X.と■ゥTFtおっし●つtJLP管)いう畠しかない.い手.LT｢iL一月営mTI.一姦っ套丁干せたレかに■k下血だTんでいるのJrV慕uJ.JT鼓して萎んでい革*う.いいaJくそれかき■●l▲●JLITFL･(/■■/.▼EL丘TJdi∵ヽ_.Iヽ蓋い申TTか.◆rえCら丁､はっ一hりいって*†性▲▲ノあEITはしいてい吾妻ni作■に不■F･LLPこれかiいtT.
雲量Tら十ぺ二十分でt付も

簡凧Ea,
喜

か看l牡と三g
童lt-_I-.,･i一■F.
I..I

'_d･_rt7-4_′､
t■
.JE..I

J■小■●.巾へ◆=■EJ
!

rII

I..JU●_什l▲r'-■
r
I
,

ま一lH..JjILtrl早-■■
_trtヽ邑人口はiEl一室一巴【

I陛≡:::過



第7章 新区開設準備

8I新区発足記念式典
(1)港非区

港北区では,新生港北区の新たな出発と区制施行55

周年を祝い,区内の各種団体等で組織した ｢新港北区

･港北区制55周年記念事業実行委員会｣と本市の共催

により ｢新港北区 ･港北区制55周年記念式｣を次のと

おり開催しましたO

ア 日 時 平成6年11月5日 (土)

午前11時50分-午後 1時30分

イ 会 場 新横浜プリンスホテル

ウ 出席者 約350人

工 次 第

【式典前のプログラム】午前11時30分-11時50分

琴,三味線,尺八の演奏 (港北三曲合)

【式典】午前11時50分～午後 0時20分

① 開 式

② 市歌斉唱

③ 経過報告 港北区長

④ あいさつ 市長,実行委員長

⑤ 祝 辞 市会副議長

港北区議員団会議代表

(昏 閉 式

【祝賀会】午後 0時20分一午後 1時30分

(∋ 開 合

② 乾 杯

(診 港北三曲合による演奏

④ 万歳三唱

G) 閉 合

G2)緑区

緑区では,新生緑区の新たな門出を祝い,区内の地域住民組織及び団体による ｢新しい緑区分区

記念事業実行委員会｣と本市の共催による ｢新しい緑区を祝う集い｣を次のとおり開催しましたo

また,式典のなかで,区民から募集した新しい緑区を象徴する区の花｢シラン｣,区の木 ｢かえで｣

が発表されました｡

411j:-:~



ア 日 時 平成 6年11月5日 (土)

午前10時00分-午前11時45分

イ 会 場 緑スポーツセンター

ウ 出席者 約700人

工 次 第

【式典前のプログラム】午前9時45分-10時00分

郷土芸能太鼓

【式典】午前10時00分-午前10時35分

(∋ 開 式

② 市歌斉唱

③ あいさつ 実行委員長,市長

④ 祝 辞 市会副議長

緑区議員団会議代表

⑤ 区の花 ｢シラン｣,区の木 ｢かえで｣の発表

⑥ くす玉割り

⑦ ビデオ上映

(参 区長あいさつ

⑨ 閉 式

【祝賀会】午前10時45分-午前11時45分

(丑 開 合

(診 コーラス

③ 乾 杯

④ 万歳三唱

G) 閉 会

新 しい緑区を祝 う集い

郷土芸能太戟

(3)青葉区
青葉区では,新区誕生を祝うため,区内の各種団体で組織した｢青葉区誕生記念事業実行委員会｣

と本市の共催による ｢青葉区誕生記念式典｣を次のとおり開催 しました｡

ア 日 時 平成6年11月6日 (日)

午前10時00分-午前11時40分

イ 会 場 区民文化センター (式典),東急百貨店5階特設ホール (祝賀会)

り 出席者 約500人

工 次 第

【式典】午前10時00分一午前10時35分

① 新区長宣言

② 過去-現在-未来 (コーラス)

③ あいさつ 市長

【祝賀会】午前10時40分一午前11時40杏

取 =:二二五



第7章 新区開設準備

(丑 開 合

(診 市歌斉唱

③ 祝 辞 市会議長

緑区議員団会議代表

仙台市青葉区長

(彰 鏡 開 き

(9 幸乞 杯

(参 万歳三唱

⑦ 閉 合

コーラスの場面

(4)都筑区

都筑区では,新区誕生を祝 うため,区内の各種団体により組織 した ｢都筑区開設記念事業実行委

員会｣ と本市の共催による ｢都筑区誕生記念式典｣を次のとおり開催 しました｡

また,式典のなかで,市民から応募 した新生都筑区のシンボルマークが発表されました｡

ア

イ

ウ

エ

日 時 平成6年11月6日 (日)

午前11時50分-午後 1時30分

台 場 茅ヶ崎小学校 (式典),茅ヶ崎中学校 (祝賀含)

出席者 約750人

次 第

【式典前のプログラム】午前11時30分-11時50分

消防局音楽隊の演奏

【式典】午前11時50分一午後 0時20分

① 開 式

② 市歌斉唱

(卦 経過報告 都筑区長

(彰 あいさつ 市長

⑤ 祝 辞 市会議長

港北区議員団会議代表 シンボルマーク披需

膚 ■= ヨ
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緑区議員団会議代表

⑥ シンボルマーク披露

⑦ 閉 式

【祝賀会】午後 0時30分-午後 1時30分

(丑 開 会

(診 あいさつ 実行委員長

(9 祝 辞

(参 鏡 開 き

6)乾 杯

(釘 お 暁 子

⑦ 万歳三唱

⑧ 開 合

9匝 区開設記念行事
(1)港北区

｢新港北区 ･港北区制55周年記念事業実行委員会｣と港北区役所の共催により,次の行事を実施

しました｡

【高石ともやジョギングコンサート】

ア 日 時 11月5日 (土) 午後2時-3時30分

イ 場 所 新横浜プリンスホテル

ウ 内 容 フォークシンガーでありマラソンランナーでもある高石ともや氏のトークコンサー

ト

エ 参加者 350人

【バードカービング展】

ア 日 時 11月28日 (月)-12月2日 (金)

イ 場 所 区役所 1階区民ホール

ウ 内 容 鳥の彫刻 (木彫り)約30点を中心に,パネル 高石ともや

などで鶴見川の野鳥や自然を紹介

【港北区美術展】

ア 日 時 12月7日 (水)-12月11日 (日)

イ 場 所 大倉山記念館ギャラリ-

ウ 内 容 区内在住作家の作品を展示

【記念誌発行事業】

ア 日 程 11月5日 (土)の記念式典で配布

イ 内 容 港北区の過去,現在,未来をビジュアルに紹

介した冊子の発行

搬 = =∃ 夢

新港北圧延生 別 t区制55周年記念.､､.一､.Jで-1～,.ト■-h

コンサートの場面
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(2)緑区

｢新しい緑区分区記念事業実行委員会｣と緑区の共催により,次の行事を実施しました｡

【新しい緑区パネル展示】

ア 日 時 11月5日 (土)-11月下旬

イ 場 所 記念式典会場等

り 内 容 区の変遷,風物等の写兵をパネル展示

【区の花 ･区の木の制定】

日 程 9月 区民投票

10月 決定

11月5日 記念式典で区の花 ｢シラン｣,

区の木 ｢カエデ｣を発表

【人文字作品展】

ア 日 時 11月5日 (土)～11月下旬

イ 場 所 記念式典会場等

り 内 容 区内の小中学校で,緑区に囲んだ人文字

を描き,その写真を提示

【パレード】

ア 日 時 11月3日 (祝)午前11時-午後0時30分

イ 場 所 長津田～中山-鴨居
▲上 ｢シラン｣,下 ｢カエデ｣

ウ 内 容 マーチングバンド,フロート等によるパレー ド

エ 参加者 2000人

(3)青葉区
｢青葉区誕生記念事業実行委員会｣と青葉区の共催により,次の行事を実施しました｡

【青葉区民祭り】

ア 日 時 11月3日 (祝)

イ 場 所 新庁舎前道路等

り 内 容 パレード,模擬店,ミニSL等

工 参加者 85,000人

【青葉区シンボルマークの制定】

日 程 4月-5月 募集

6月 一次選考

8月 投票

9月 最終選定

10月 発表

【ドラマ ｢青葉物語｣の製作】

ア 日 程 4月 クランクイン 青葉物語靖影風景



10月 放映開始

11月 ビデオ貸出し

イ 内 容 ｢青葉区わが街｣をテーマにシナリオづくりから出演まで区民の参加により製作

【ウィーンフィル室内合奏団演奏会】

ア 日 時 11月3日 (祝)

イ 場 所 青葉区民文化センター

オ 参加者 500人

(4)都筑区

｢都筑区開設記念事業実行委員会｣と都筑区の共催により,次の行事を実施しました｡

【ハートフルフェアIN都筑】

ア 日 時 11月13日 (日)

イ 場 所 東方公園

ウ 内 容 パレード,中学生によるリズ

ム体操｢大地を揺るがす都筑｣,

芸能ステージ,企業紹介コー

ナー,模擬店

オ 参加者 35,000人

【都筑区シンボルマークの制定】

ア 日 程 7月～8月 券集

同上 一次選考

10月 投票

同上 最終選定

11月6日 記念式典で発表

【都筑区誕生記念ミュージカル制作】

ア 制作期間 7年 3月まで

イ 上演場所 都筑公会堂

り 内 容 都筑区誕生オリジナルミュージカル

｢北極星(ノーススター)を探 して｣を区民

の手づくりで制作

【都筑区誕生紹介展】

ア 日 程 10月4日～6日

イ 上演場所 横浜ジョイナス4階広場

り 内 容 都筑区の今昔,ゆめはまプラン都筑区計

画,シンボルマーク応募作品等の展示

ハー トフルフェア

都筑区誕生紹介展
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●港北区
1 区の概要

〇人ロ 278千人 本市のなかで 1位

様々な都市機能の集積がすすむ新横浜

(1)位置 ･地形的特色

港北区は,北イ別を川崎市と,東側を鶴見区と接し,また,南側を神奈川区と,西側を新しく

発足した都筑区及び緑区の一部と接しています｡区の東側を東急東横線が,南側にはJR横浜

線が走り,また,西側には第三京浜道路がおおむね都筑区との境界となる形で走っています｡

区のほぼ中央部には,西から東へと鶴見川が流れています｡

(2)地域形成の経過と特色

港北区は,昭和14年に区制が施行されてから,すでに55年が経過した歴史のある区ですO昭

和7年の東横線の開通に伴い駅周辺の宅地化が進みましたが,30年代後半から40年代前半にか

けての郊外部の急速な都市化による人口の急増に対応するため,昭和44年に区の北西部を緑区

として分区しました｡

現在は,住宅都市としての性格をもつ一方,鶴見川の水辺と丘陵の緑に恵まれ,これらの自

然が,商業 ･工業 ･業務機能などと調和した街となってますOなかでも,新横浜では,広域交

通ターミナルとしての利便性から,中枢管理機能を中心とした多様な都市機能の集積が進み,

今後は,本市の新都心として期待が高まっています｡

■讃

i



2 ゆめはま2010プラン区計画
港北区の将来像は,｢自然と都市機能が調和したふれあい文化都市｣としています｡

鶴見川の水辺と丘陵部の緑など,豊かな自然環境を保ちながら都市機能の集積をすすめる一方で,

人々のふれあいと個性ある地域文化を創造することが,まちつくりの目標です｡こうしたまちづ く

りにむけた主な施策の方向及び主要な事業計画は,以下のようになっています｡

① 安全で快適に暮らせるまちづくり

鶴見川の総合的な泊水対策をはじめ,地域防災拠点としての小中学校の機能強化などにより,

防災体制を拡充しますOまた,新横浜の交通拠点性を強化するための横浜環状道路 (シティル

ーフO)や神奈川東部方面線の整備,区内主要駅周辺での再開発促進,未利用エネルギーを活用

した地域冷暖房の促進などにより快適に暮らせるまちつくりをすすめます｡

② 緑と水辺を生かしたうるおいのあるまちづくり

わが国最大級の国際総合球技場を有する総合運動公園を整備し,ワール ドかノブサッカーな

ど,国際大全の誘致を図りますO

その他,身近な場所-の公園の計画的整備,緑のプロムナード整備,公共施設の屋上 ･壁面

緑化など,緑あふれる環境づ くりをすすめます｡

また,親水公園や,季節の花の楽しめる四季の川づ くりなど,自然と水辺が共生したうるお

いのある空間づ くりを行ないます｡

⑳ 思いやりにあふれ,はつらつと暮らせるまちづくり

地域ケアシステム,福祉機器センター,地域ケアプラザなどの整備により,福祉のまちづ く

りをすすめるとともに,地域子育て支援センターなどの整備により,子どもを安心して生み,

育てる環境を実現していきますO

また,ジョギングロードや温水プールなどの身近なスポーツ施設や,スポーツ医学センター

の整備などにより,健康づくりを推進します.

④ こころの豊かさを実感できるまちづくり

地域文化の拠点としての区民文化センター,生涯学習センターなどの整備をすすめるととも

に,地域活軌,ボランティア活動の拠点となるコミュニティ-ウスを中学校区程度に1か所整

備をしていきますo

また,国際交流ラウンジの整備や,公共施設での外国語案内･表記の充実などにより,外国

人に暮らしやすい環境を整備します｡

搬 ≡ ::苛

横浜国際総合競技場 (完成予想パース)

⑤ 活力にあふれ,躍動するまちづくり

複合的な機能を備えた新横浜都心を形成する

ため,企業本社機能など中枢管理棟能を誘致す

るとともに,商業,文化,スポーツ,アミュー

ズメントなど多様な機能の集積を図りますO

また,産業イノベ-ションセンターや,ファ

クトリーパークの整備などによる産業の高度化

と工業の集積化を推進するとともに,まちづ く

りと一体化した個性と魅力ある商業施設を複合
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的に整備しますo

さらに,有機栽培や先端技術の導入,農業の担い手の育成,横浜7小ランドの開発などによる

農業の振興に努めますo

●緑 区
1 区の概要

○人口 149千人 本市のなかで12位

緑豊かな緑区を象徴する新治町の森

(1)位置 ･地形的特色

緑区は,市の北西内陸部に位置しており,北側を鶴見川及び恩田川を区境として,新しく発

足した都筑区,青葉区と接し,東側を神奈川区,南側を旭区,西側を町田市と接しています｡

また,地形は,鶴見川が形成した低地と,比較的起伏のある台地からなっており,区の東西に

JR横浜線が走っていますo

(2)地域形成の経過と特色

従来の緑区は,昭和44年の港北区の分区により誕生しましたが,分区後も横浜線,田園都市

線沿線を中心に開発が進み,人口の増加が続きました｡

新生緑区は,青葉区と比べると市街化の進行は緩やかですが,今後も人口の増加が続くと考

えられます｡また,南部の丘陵地掛 こはまとまった緑地が残されており,市内でも有数の緑の

拠点となっています｡

横浜線と田園都市線との結節点である長津田地区は,交通の要衝にふさわしい拠点づ くりを

めざしており,今後,主要な地域拠点としての重要性がますます期待されています0

2 ゆめはま2010プラン区計画
線区の将来像は,｢こもれび躍るふれあいのまち｣としています｡

豊かな自然に恵まれ,いきいきと暮らし集えるまちが目標であり,これを達成するため,次のと

おり施策の方向を掲げています｡

【施策の方向】

･ 心豊かで調和のとれた生活

･ 輝かしい未来をひらく生きがいに満ちた生活

･ 緑と水と光あふれる生活

79 '



･ 生活を支える基盤つ くり

また,この方向に沿った重点施策として,次の3

項目を区の魅力を高める事業とし進めていきます｡

【3つの重点施策】

(∋ 緑と水の回廊構想

美しい緑と豊かな水をあますところなく

堪能するため,それぞれに回廊を整備して,

広範囲にわたる複合的な区民の憩いの場と

して展開していきます｡ 交通結節点として注目される長津田

また,緑の拠点として,北の森 (三保 ･新治 ･都筑自然公園地区)の保全活用を図るとと

もに,水の拠点として鴨居地区の整備を進めます｡

⑳ 個性が映える拠点構想

横浜線の各駅 (長津田 ･十日市場 ･中山･鴨居)を中心にまちつくりが進んできましたが,

今後もそれぞれの地区の特色を生かし,個性的なまちつくりをすすめていきます｡

③ 長津田先端技術活性化構想

長津田地区は,横浜線,田園都市線などの鉄道や主要な道路が交差しており,横浜都心部

だけでなく東京都心や多摩地区,県央地区とも連結する交通結節点となっています｡

こうした地域特性を生かして,長津田地区周辺に研究開発機関を誘致するとともに,企業

間交流や産学交流を促進します｡

●青葉区
1 区の概要

○人口 246千人 本市のなかで4位

(1)位置 ･地形的特色

青葉区は,市北部の内陸部に位置しており,北側及び西側を町田市と川崎市,東側を都筑区,

南側を緑区と接してます｡

地形は鶴見川及び恩田川流域の平坦地と多摩丘陵の一角であるなだらかな丘陵部からなって

おり,東西に国道246号線,東急田園都市線及び東名高速道路が伸びていますO

聡 こ こコか
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臣)地域形成の経過と特色

昭和41年に田園都市線が開通したのを契機に,沿線を中心に開発が進み,人口の増加が始ま

りました｡その後も交通網の整備や宅地開発により,急速な都市化が進み,現在も人口の増加

が続いています｡

開発の特徴として,大規模な土地区画整理事業による計画的な宅地開発が大半を占めること

が挙げられ,美しい街並みと閑静な住宅地は第4の山の手と呼ばれる一方,駅周辺には商業の

集積も進んでいます｡

また,恩田川や谷本川沿岸には,良好なまとまった農地があり,こどもの国周辺や寺家町一

帯は,豊かな緑が保存され,市民のオアシスとなっています｡

2 ゆめはま2010プラン区計画
青葉区の将来像は,｢個性豊かに成熟した21Ltr紀の都市 r丘の横浜JJ としています.これを実現

するため,次の5つの長期目標を定め,さまざまな施策に取り組んでいますO

【長期目標】

･ 環境にやさしい街に

･ 安全で快適な街に

･ 人にあたたかい街に

･ イキイキとした街に

･ 個性豊かな街に

また,重点施策として,次の3事業を区の魅力を高める事業として進めていきます｡

【重点施策】

① 田園風景の保全と創造

鶴見川をはじめとする自然や農業 .田EEI風景を保全 .創造するとともに,これらの場を生

かした祭りやイベントを行い,水と緑と農とのふれあいのある街をつくりますo

② 区民参加による文化の街づくり

区内の芸術家や文化活動を楽しんでいる人びととの交流を促進し,自主的な文化活動の土

壌を形成するとともに,区民芸術祭の開催や区民文化新人iJlの創設など多彩な事業を展開し,

新しい文化の創造をはかることにより文化の香り高い街をつくります｡

⑳ ボランティア活動による ｢人にあたたかい

街｣づくり

地域でさまざまな活動をしているボランテ

ィア団体や人びとが情報や知識,経験を交換

しあい,活動意欲を高めていく交流の場を整

備することにより,ボランティア活動の円滑

な展開をはかり,｢人にあたたかい街｣つ く

りをすすめます｡

青葉区民文化センターでの演奏会

蝕 潤



●都筑区
1 区の概要

〇人口 110千人 本市のなかで17億

〇面積 27.89krrF Il 7位

区民のオアシス (葛が谷公園)

日)位置 ･地形的特色

都筑区は,市北部の内陸部に位置し,北側を川崎市と,東側を港北区と接し,南側は鶴見川

を区域として緑区と,西側を新しく発足 した青葉区と接していますO区の中央を市営地下鉄3

号線が走り,また,西側には第三京浜道路がおおむね港北区との境界となる形で走っていますO

区のほほ中央部には,鶴見川水系の早測川が西から東へ流れ,南側の緑区との境界を鶴見川が

流れていますO

(2)地域形成の経過と特色

都筑区の区域を大きく分けると,ほぼ3つの区域に分かれます｡計画的な街つ くりが進む港

北ニュータウン地域は,面積1,317-タタール,計画人口22万人 (区画整理区域内)の大プロ

ジェクトで,その中核となるタウンセンター地区は,平成5年2月に国の首都圏機能を分担す

る業務集積地区に指定されています｡また,区の南部にかけては市内最大の農業専用区城が広

がり,鶴見川沿いには数多くの工場が集積 し,市内有数の工業地帯となっています｡

2 ゆめはま2010プラン区計画

都筑区の将来像は ｢都市の快適性,人のぬくもりを実感する新しし､生活文化都市｣港北ニュータ

ウンを中心とした先進的な街づ くりをすすめると同時に,世代を越えた心のふれあい,心の豊かさ

といったものを大切にしたまちつ くりをめざしますO

都筑区の将来目標の実現に向けた施策の基本としては,次の5本の柱があり,これに沿って各事

業をすすめていきますo

【施策の基本方向】

･ 安全で快適に暮らせる街

･ 八 ･もの ･情報が行きかう活力ある街

･ 水と緑に親しめるうるおいのある街

･ すこやかで心ふれあうだれにもやさしい街

･ 芸術文化の香りあふれる街

幣 =コ 熟
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また,次の4項目を区の魅力を高めるための重点プランとして,事業展開を図ります.

【重点プラン】

① にぎわいと活力のあるタウンセンター

都筑区の中心となるタウンセンター地区に業務機能を集稗し,首都圏の業務機能をも分担

する,横浜副都心として整備していきます｡

このため,横浜環状道路 (シティループ)などの整備による交通アクセスの向上や情報基

盤整備を図り,業務機能,商業施設,文化施設など,多様な都市機能の集椋を図ります｡

② "ホツとする"やすらぎ空間

鶴見川 ･早測川の水,公園 ･広場 ･農地の緑という貴重な自然環境と,多くの歴史的文化

財 ･旧跡など,区内の魅力あるスポットを,花と緑のネットワークで結び,憩いの空間を創

出しますO

③ 心ときめく個性あふれる文化の街

余暇,自由時間の増大に伴う多様な文化ニーズに対応し,市民主体の文化活動の場である

市民文化ホールの整備,横浜の歴史を体験し学ぶための歴史博物館や歴史公園の整備などを

進めます｡また,こうした文化施設の間を結ぶ歩行者道路を,アートストリ-トとして整備

していきます｡

④ 生きものにやさしいふれあいの川

地域環境問題への関心の高まりに対応し,下水道整備による水質浄化や水量の増加を図り

ます.また,鶴見川水系の川辺を区民の憩いの場とすることをめざして,親水公園や広場の

整備,散策できるプロムナードの整備,魅力的な橋づくりなどの事業を進めます｡

建設がすすむニュータウン地区
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関 連 年 表

項 目

戸塚区の行政区再編成実施 戸塚区,栄区及び泉区誕生

緑区役所北部支所開設 (山内支所廃止)

統一地方選挙 (県知事,県会,市会)

緑北警察署開設

参議院議員通常選挙

あざみ野行政サービスコーナー開設

港北ニュータウン行政サ-ビスコーナー開設

行政区の再編成,よこはま21世紀プランに明記

港北区および緑区の再編成,よこはま21世紀プラン第3次実施計画に明記

緑税務署の新庁舎 (市ヶ尾町)開設

衆議院議員総選挙

高秀秀信市長 就任

市会補正予算特別委員会で再編成関連質疑

総務局に行政区調査室設置

広報よこはま ｢緑区北部版｣スター ト

都市計画道路 ｢日吉元石川線｣開通

青葉区総合庁舎等用地に関する説明会

港北区 ･緑区の地域生活と行政に関する区民意識調査 (-ll.6)

陳情第136号 (港北区中川地区連合町内会外11団体)受理

第1回市会定例会に ｢横浜市行政区再編成審議会条例｣を提案

企財総務委員会 (陳情審査,当局説明了承)

市会本会議予算代表質疑で再編成関連質疑

市会本会議予算関連質疑で再編成関連質疑

市全予算特別委員会で再編成関連質疑

市会予算特別委員会分科会で ｢行政区再編成審議会条例｣を説明

｢行政区再編成審議会条例｣本会議で原案可決

｢行政区再編成審議会条例｣公布

｢港北区 ･緑区の地域生活と行政に関する区民意識調査報告書｣発行

｢港北区および緑区の地域状況調査報告書｣発行

株一地方選挙 (児知事,帰合,市会)

横浜市行政区再編成審議会 (以下 ｢審議会｣という)を設置,委員の委嘱,節

1回等議会開催,市長の評行間

審議会第1回小委員含開催

第2回市会定例合本合議議案関連質疑で再編成関連質疑



NE=∃夢

審議会第2回小委員会

第2回審議会

第3回審議会

東名横浜線インター (仮称)計画公表 (記者発表)

審議会第3回小委員会

審議会第4回小委員′会

審議会第5回小委員会

企財総務委員会視察 (港北ニュ-タウン地域,田園都市線沿線地域区総合庁舎

建設予定地)

審議会第6回小委員会

土地収用法に基づく公告縦覧 (～25日まで,青葉区総合庁舎等用地)

第4回審議会

審議会第7回小委員会

審議会第8回小委員会

参議院議員通常選挙

土地収用法に基づく事業認定 (青葉区結合庁舎等用地)

宥議会第9回小委員会

審議会第10回小委員会

審議会第11回小委員会

第3匝】市会定例会本会議議案関連質疑で再編成関連質疑

企財総務委員会 (補正予算 (行政サービスセンター工事封))

蕃議会第12回小委員′会

審議会第13回小委員会

第5回等議会

都筑区総合庁舎及びサービスセンターの建設に関する覚書の締結 (住宅都市整

備公団 (以下公団))

審議会第14回小委員会

審議会第15回小委員会

決算特別委員会で再編成関連質疑

審議会第16回小委員会

第6回審議会

審議会,｢港北区及び緑区の再編成について (中間案)｣を記者発表

契約書調印式 (青葉区結合庁舎等用地)

サービスセンタ-の土地使用貸借契約の締結 (公団)

長津田地区説明会

審議会第17回小委員会

企朗総務委員会 (陳情審査,当局説明了承)
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地権者含解散 (青葉区総合庁舎等用地)

第7回審議会

審議会第18回小委具合

長津田地区説明会

中川地区説明一会

審議会第19回小委員会

農業振興地域整備計画変更の告示 (市報,青葉区総合庁舎等用地)

第8回審議会

審議会第20回小委員会

審議会第21回小委員会

審議会第22回小委員会

第9回審議会

審議会第23回小委員会

審議会第24回小委員会

第10回審議会

審議会第25回小委員会

水道局線北営業所開設

審議会第26回小委員会

第11回審議会

審議会,｢横浜市行政区の再編成に関する答申｣書を市長に提出

港北ニュータウン行政サービスセンター開設

第2回市会定例会本会議議案関連質疑で再編成関連質疑

機構改革により行政区調査室が総務局から市民局へ移る

関係行政機関連絡会議 (第 1回 ･市レベル ･答申の概要)

衆議院議員総選挙

関係行政機関連結合議 (区レベル ･答申の概要)

市民建築委員会視察 (港北ニュ-タウン行政サービスセンター)

第3回市会定例会本会議議案関連質疑で再編成関連質疑

企財総務委員会 (契約議案 (港北ニュータウン区総合庁舎工事契約の締結)に

ついて質疑)

都筑区総合庁舎建築工事 (その 1)の請負契約締結

決算特別委員会で再編成関連質疑

D区総合庁舎起工式

青葉台東郵便局開局

関係行政機関連結会議 (第2回 ･市レベル ･分割条例の説明)

第4回市会定例会に ｢横浜市港北区及び緑区の再編成に関する条例｣を提案

市会本会議議案関連質疑で再編成関連質疑



市民建築委員会 (｢再編成に関する条例｣の制定,｢行政区再編成審音数会条例｣

の廃止について説明)

｢再編成に関する条例｣本会議で原案可決

｢再編成に関する条例｣公布

｢横浜市行政区再編成審議会条例を廃止する条例｣公布,施行

関係行政機関連結合議 (第2回 ･区レベル ･分割条例の説明)

市民建築委員会視察 (区結合庁舎建設予定地)

緑児税事務所 (市ヶ尾町)開所

市民建築委員会 (補正予算 (C区総合庁舎,公会堂の債務負担行為)について)

企財総務委員会 (契約議案 (C区総合庁舎新築工事請負契約の締結)について

質疑)

緑区史 ･通史編発行

C区結合庁舎 (区役所棟及び公食堂棟)建築工事の請負契約締結

予算特別委員会で再編成関連質疑

地下鉄3号線 新横浜～あざみ野問,開通

D区総合庁舎用地の譲渡に係る覚書締結

緑北部連合自治会発足

C区総合庁舎起工式

横浜市区名選定委員会 (以下 ｢区名選定委員会｣という)を設置,委員の委嘱,

第1回区名選定委員会開催

第2回区名選定委員会

区名に関するアンケート調査実施 (-5.10)

緑区民文化センター ｢フイリアホール｣開設

D区総合庁舎建築工事 (その2)の請負契約締結

第3回区名選定委員会

広報よこはま ｢新区 (D区)準備号｣スター ト

区名選定委員会第1匝レト委員会 (C,D区合同)

長津田行政サ-ビスコ-ナ-開設

区名選定委員会現地視察

区名選定委員会第2回小委員含 (C区及びD区)

第4回区名選定委員会

D区連合町内含設立準備会発足

区名選定委員会第3回C区小委員会

区名選定委員会第3回D区小委員会

決算特別委員会で再編成関連質疑

第5匝Ⅰ区名選定委員会

関係行政機関連絡合議 (第3回 ･市レベル ･住民手続の調査)
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第4回市会定例会本会議に ｢区の設置ならびに区の事務所の位置,名称及び所

管区域を定める条例｣の一部改正を提案

市会本会議議案関連質疑で再編成関連質疑

市民建築委員会 (｢区の設置条例｣の一部改正について説明及び陳情審査)

｢区の設置条例｣を一部改正する条例,本会議で原案可決

｢区の設置条例｣を一部改正する条例の公布

新総合計画長期ピジョン ｢ゆめはま201070ラン｣発表

同上の新4区将来像発表

関係行政機関連絡合議(第3回 ･区レベル ･｢区の設置条例｣の一部改正の説明)

｢都筑区｣区名決定を祝う新春のつどい

フレッシュ都筑 ･カーニバル

新横浜行政サービスコーナー開所

青葉区誕生記念事業実行委員会発足

都筑連合町内会自治会発足

高秀秀信市長 就任 (2期日)

新総合計画 ｢ゆめはま2010プラン｣基本計画 (秦)発表

新総合計画 ｢ゆめはま2010プラン｣新4区 ･区別計画 (秦)発表

｢青菜のつどい｣(青葉区)開催

都筑区開設記念事業実行委員会発足

関係行政機関連絡合議 (第4回 ･市レベル ･町区域の設定変更)

緑インター (仮称)及び市ヶ尾交差点立体化起工式

行政区調査室廃止

｢区の設置条例｣を一部改正する条例の改正 (都筑区の新町の設定)が本会議

で可決

再編成関連条例(事務所の位置,名称を定めている条例)の改正が本会議で可決

｢区の設置条例｣を一部改正する条例及び再編成関連条例の改正公布

青菜区,都筑区誕生ガイドブックを両区の全世帯に配布開始

市長定例記者会見 (行政区再編成について)

都筑区誕生紹介展 (-6)

青葉区シンボルマークの発表

新緑区開設記念パレー ド

青葉区民まつり

新港北区,新緑区の新区開設式典

新緑区の区の花 ｢シラン｣,区の木 ｢カエデ｣の発表 (式典において)

港北区,緑区選挙管理委員会消滅

行政区再編成関連条例及び規則等施行

新4区誕生 (新港北区,新緑区,青葉区,都筑区)



青葉区,都筑区誕生記念式典

都筑区シンボルマークの発表 (式典において)

都筑区誕生記念--トフルフェアIN都筑

新 4区の人口告示 (神奈川県告示第917号)

第4回市会定例会本会議で,新4区の選挙管理委員会の委員を選任

第4回市会定例会本会議で ｢市会議員定数及び各選挙区選出議員数に関する条

例｣の一部改正案を可決

12月定例県議会本会議で ｢神奈川県議全議員の定数 ･選挙区及び各選挙区にお

いて選挙すべき議員の数に関する条例｣の一部改正案を可決

｢ゆめはま2010プラン｣基本計画及び各区計画の策定

第1回青葉区賀詞交換会

第1回都筑区賀詞交換会

統一地方選挙 (県知事 ･眼識 ･市議)

青葉区,都筑区総合庁舎開設

青葉区公会堂 ･スポーツセンター開設

都筑区公会堂 ･図書館開設

嶋ヒ=コか
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問 連 条 例

1 横浜市行政区再編成審議会条例
横 浜 市 穀 第80号 平成3年3月25日発行

第80号

横 浜 市 報
横浜市中区港町1丁目1番地

横 浜 市 役 所

横浜市行政区再編成審議会条例をここに公布す

る｡

平成3年3月25日

横浜市長 商 秀 秀 信

樵.其市条例第7号

横浜市行政区再編成審議会条例

(設置)

第1粂 横浜市における行政区の再編成に関し必

要な事項について調査審議するため,市長の附

属機関として.横浜市行政区再編成審読会 (以

下 ｢審強会｣という｡)を置く｡

(所輩事項)

第2粂 審教会札 市長の諮問に応 じて,次の各

号に掲げる事項について調査審幾する｡

(1)港北区及び緑区の区域の変更

(2)その他行政区の再編成に関し必要な事項

2 審散会恥 前項の諮問に関連する事項につい

て,市長に意見を述べることができる｡

(組織)

第3粂 審議会は,委旦30人以内をもって組織す
る0

2 委員は,次の各号に掲げる者のうちから,市

長が任命する｡

(1)学識経験のある者

(2)関係行政機関の職員

(3)横浜市職員

(4)前各号に掲げる者のほか,市長が必要と認
める者

(会長及び副会長)

第4粂 審議会に,会長及び副会長1人を置く.

2 会長及び副会長は,委員の互選によって定め

る｡

3 会長Iも 審議会を代表し,会務を総理する.

4 副会長は,会長を論佐し,会長に事故がある

とき,又は会長が欠けたときは,その職務を代

理するO

(会議)

第5粂 審議会の会議は,会長が招集し,会長が

その説長となる.

2 審謎会の会議恥 葬具の過半数の出席がなけ

れば開くことができない｡

3 審議会の議事は,出席委員の過半数をもって

決し,可否同数のときは,議長の敦するところ

による｡

(小委員会)

第6粂 審成金に,小委員会を置 くことができ

るC

2 小委員会の委員は,審議会の委員のうちから

,会長が指名する｡

3 小委員会に,委員長を直き,委員長は,小委

員会の委員の互選によって定める｡

(庶務)

第7粂 審縫会の庶務は.提携局において処理す

る｡

(委任)

第8粂 この条例に定めるもののほか,審議会の

運営に関し必要な事項は,会長が審議会に諮っ

て定める｡

附 則

(施行期日)

1 この条例札 規則で定める日から施行する｡

(経過措置)

2 この条例の施行後最初の審法会の招集は,市

長が行う｡



2 横浜市港北区及び緑区の再編成に関する条例
横 浜 rF 報 第142号 平成4年12月15日発行

第142号

横 浜 市 報
横浜市中区港町lT81番地

横 浜 市 役 所

横浜市港北区及び緑区の再編成に関する条例 を

ここに公布する｡

平成 4年12月15日

横浜市長 高 秀 秀 信

横浜市条例第62号

横浜市港北区及び緑区の再編成に関す

る条例

(趣旨)

第 1粂 この粂例は,港北区及び緑区の再編成に
関 し必要な事項を定めるものとする｡

(港北区及び緑区の再編成)

第 2条 港北区及び緑区を廃止 し,廃止前の港北

区及び緑区の区域を分けて区を設け,その区域

は,次に定めるとお りとする｡

区

夫ry.y根-丁目,大曽根二丁目,大r1.-枚三丁目,大曽根台,菊名一丁臥 菊名二丁目,菊名
三丁目,菊名四TEl,菊名五TEl,菊名六丁目,菊名七丁目,)L宗根町,小机町,篠原町.

篠原北-丁目,篠原北二TEl,篠原台町,篠原西町.篠5;];東一丁目,篠原東二丁目,篠原

東三丁目,下田町-丁目,下田町二丁臥 下田町三丁目,下田町四TEl,下田町五丁目.

下田町六丁目,新横浜一丁日,新横浜二TEl,新横浜三TEl,新吉田町 (第三京浜道路の

敷地を構成する土地である6番の2の北東点から4,587番の2の南東点までの各土地の東

側側線を順次結んだ親,第三京浜道路の敷地を構成する土地である4.587番の2の南東点

及び市道大棚第217号線の敷地を構成する土地である4,586番の4の西端を結んだ線,市

道大棚第217号線の敷地を構成する無地番の土地の東側側線のうち起点から第三京浜道路

の敷地を構成する土地である5,097番の13の北東点までの部分,第三京浜道路の敷地を構

成する土地である5,097番の13の北東点から6,002番の4の南東点までの各土地の東側側線

を順次結んだ線,6,002番の4及び6,002番の5の境界線,6.000番の3の北側側線,5.998

番の3の北側側線及び西側側臥 5,998番の3に隣接する退路の北側側線のうち5,998番の

3の南西点に接する点から6,105番の1の西側御願 を北に延長した線に按する点までの部

令,6,105番の1,6,113番.6,114番の1及び6.114番の2の西側側線,6,115番の3の南

側側線,6,098番の2の西端並びに6.093番の西側側線を順次結んだ娘の西側の区域を除

くO),筒田町.棉町-丁目,栂町二丁目,栂町三丁目,棉町四丁目,綱島上町,綱島台,

綱島西-丁目,綱島西二TEl,綱島啓三T臥 締曲西四T臥 細曲西五TEL 細島四六丁

目,綱島東一丁目,綱島東二TEL 綱島東三丁目,綱島東四TEl,銅品東五丁目,鮪島束

六丁目,鳥山町,仲手原-丁目,仲手原二丁目,錦が丘,新羽町 (4,725番の1,4,725番

の2,4,725番の4,4,725番の5,4,725番の7,4,725番の8を除く｡).日吉一丁目,日

吉二丁目,日吉三丁目,日吉四丁目,日吉五丁目,El吉六丁目.日吉七丁目,日吉本町-

TEl.日吉本町二丁目,日吉本町三丁目,日吉本町四丁目,日吉本町五丁臥 日吉本町六

丁目,富士塚一丁目,富士塚二丁目,太尾町,大豆戸町,箕烏町一丁日,箕輪町二TEl.

箕輪町三TEl,師岡町

菅砥町,いぶき野,上山町,鴨居町,鴨居一丁臥 鴨居二丁目,鴨居三丁目,鴨居四丁目

,鴨居五丁目,触居六丁目,鴨居七TEl,北八朔町,霧が丘-T臥 岩が丘二丁臥 斉が

丘三丁臥 務が丘四TEl 薪が丘五丁臥 寡が丘六丁目,小山町,佐江戸町80番の1,81

番の1から81番の11まで,82番の3.83番の1,111番の1,112番の1,台村町,竹山-

丁目,竹山二T臥 竹山三TEL 竹山四TEl,寺山町,十日市場町,足trit田町,畏津田-

ヽ l= ~コ ひ
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丁目,長津田二丁目,長津田三丁目,長津田四T日,長津田五丁目,長津田六丁臥 長津

田七丁目,中山町,新治Fr,西八朔町,白山一丁目,白山二TEl,白山三丁臥 白山四丁

目,東本郷町,東本細一丁日,東本郷二丁目,東本林三丁目,東本妬四丁目,東本郷五T
EL 東本郷六TEl,三保町

育英台一丁目,背水台二丁目, あかね台-丁目,あかね台二T臥 あざみ野一丁臥 あざ

み野二丁目,あざみ野三丁目,あざみ野四TEl,あざみ野南-:r目,あざみ野南二丁目,

あざみ野南二TEl,あざみ野繭LtgT凱 市ヶ尾町,牛久保町のうち国道 246号の東側側線

のLAtulJの区域,美しが丘-TEl,英LがE二丁臥 美しが丘三丁臥 美しが丘rigTEl,美

しが丘五TH,美しが丘西-TEl,夫Lが丘pg二丁目,美しが丘酉三TEl,梅が丘.桂子

LB-7El･荏子田二TEl,荏子田三TEl,社田町 (国道246号の東側側線のうち牛久保町

の町界に按する点からyr石川交差点南端までの部分及び同交差点以東の市道日吉元石川線

の南側側線を順次結んだ線の北東側の区域並びに中荏橋東側側線,4,282番の2,4,282番

の1及び4,283番の1に隣接する道路の東側側線,680番の2,679番の2及び678番の3

の酎則伽J線･678番の3の南&lJ側臥 670番の4及び670番の7の酬 ■側線,市道荏田北部

第288号線の敷地を碑成する土地である670番の5の北端から4,099番の2の北始までの各

土地の東側側線を順次結んだ嵐 3･467番の2から3.435番までに隣接する道路の南側側線

並びに3,435番･3,432乱 3,423番の8.3,423番の1,3,423番の3,3,423番の7及び

3･380番の北側側線を勝次結んだ娘の南東側の区域を除く.).荏田北一TEL 荏田北二T

El･荏田北三丁目･荏田西-丁目･荏田西二T臥 荏田西三丁目.荏田西凹丁目 荏田四

五丁臥 勧 ;丘,大場町･･取田町･柿の木台･桂台-TEl,桂台二丁目,上谷本町,松志

田町,鉄町･黒須乱 桜台･さつきが丘.寺家町,下谷本町,しらとり台.新石川一TEl

･新石川二丁臥 新石川三TEL 新石川四丁目,すすき野1 -臥 すすき野二TEl,すす

き野三TEl,すみよし台･たちばな台-T臥 たちばな台二丁臥 田奈町,千草乱 つつ

じが丘･中川町のうち国道246号の東側側線の西側の区域及び2,199番の1から2,199番の

4まで･奈良町･成合町,藤が丘一丁目,蜘 ;丘二丁目,松風台,みたけ台,緑山,もえ
ぎ野.元石川町,もみの木台,若草台

池辺町･牛久保町 (C区の区域に摘する区域を除くC),牛久保一TEl.牛久保二丁目,午

久保三TEl･牛久保四一TEl,牛久保酉二丁目,牛久保百三丁目,牛久保西四T臥 荏田

町 (C区の区域に屈する区域を除く.)･荏田東一丁目,荏田東二T臥 荏田東三丁目,荏

田東四丁目･荏田南一丁臥 荏田南二丁臥 荏田南三丁目.荏田南四丁目,荏LH南五丁目

･大熊qT･大棚町,大丸 折本町･加朝ljトTE]･加賀原二丁目,勝田町,勝田南-T目

･勝田南二丁目･川向qT･川和台･川和町･北山田町,北山田三丁臥 北山田四丁目,北

山田五TEl･北山田六丁臥 馴 三谷,佐江戸町 (B区の区域に属する区域を除くo).a,並

木･新栄qT･新吉田町 (A区の区域に属する区域を除くO),すみれが丘 高Lu,茅ヶ崎町

･茅ヶ崎束二丁目･茅ヶ崎東三丁目･茅ヶ崎南-丁目,茅ヶ崎南二TEl,茅ヶ崎南三丁目

･茅ヶ崎南四丁目･茅ヶ崎南五丁目,中川町 (C区の区域に属する区域を除くO).中川-

丁目,中川二丁目,中川三丁目,中川四丁目･中川五丁目,中川七丁目.長坂.仲町台-

TElr仲町台二丁目･仲町台三丁目･仲町台四丁目･仲町台五丁目,新羽町 (A区の区域

に屈する区域を除くo)･二の丸 東方町･東山田町･東山田三丁臥 東山田四丁目 平台

,TA士兄が丘,南山田町,南山田一丁日,南LIJ田三丁目,見花山

町名及び地番の表示は,平成4年10月30日現在の町名及び土地登記称の地番による｡

附 則

この条例は,規則で定める日か ら施行する｡

LR = ]
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横浜市中区港町1丁目1番地

横 浜 市 役 所

区の設艦並びに区の事務所の位臥 名称及び所管区域

を定める条例の一部を改正する条例をここに公布する｡

平成5生12月15日

横浜市長 高 秀 秀 信

横浜市条例第71号

区の設粧並びに区の事務所の位置,名称及び

所管区域を定める条例の一都を改正する条例

第 1粂 区の設慣並びに区の事務所の位置,名称及び所

管区域を定める条例 (昭和34年3月横浜市条例第 1号

)の一部を次のように改正する｡

第 2灸の表港北区の項及び緑区の項を次のように改

めるO

港 北 区

繰 区 岸 宝器 :三言 ミ…器 瀞 T臥 卿 目慨 丁目'卿 目●糊 五

第2条の表縁区の項の次に次のように加える｡

育英台-TEL 甘集台二丁目 あかね台uTEL あかね台二丁目 あざみ野-T目 あざみ野二丁目

あざみ野三TEl あざみ野四丁目.あざみ野南-TEL あざみ野宿二TEl あざみ野南三1-日 あざみ

野南四丁臥 市ヶ尾町,美しが丘一丁目,美しが丘二丁目,突Lが丘三丁目,突Lが丘四丁目.美しが

丘五丁目 夫Lが丘iBIJ-T日 英Lが丘酉二T臥 発Lが丘西三丁目 梅が丘 荏子田一丁日,荏子四

二TEl 荏子田三丁目 荏田町 (25,の1 2番の4 2帝の6.2薪の9､2番の10 4辞の1 5

番 6番の1 7番の3 8番から10番まで 11辞の1 11番の3,15番の1 15番の4 19番の2か

ら19番の4まで 20番の1 20番の3から20帝の5まで 21番の1,22乱 23番の1 28番の3 36番

の1 37番の1 38番の1 39番の1.40番 41番の1から41赤の3まで 42番の1から42番の4まで

43番の甲 43番の2,44番 45番の1 45番の2.46番から49番まで.50番の1,50番の3.51番の

1 51番の2 52番の1 52番の2 53番 54番の1 54番の2 55番の1から55藩の3まで,56番の

1 56番の2.57番の1.57番の2 58番の1.58番の2.59席の1.59番の2,60番の1から60番の

3まで 61番の1.61番の2,62番の2 63番の2,64番の2ご65番の2,66辞の3,67#の3 71番

『 亡 二 コ か
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の3 74番の2から74番の4まで,75番の1 75番の2 76番から88番まで.89番の1.89番の3,90

番の1,95番の1.100番の1.lol香.103番の3 104藩の3 105番の2,105番の3,106番の1.

106番の2 107番 108番の2,109番の2.111番の2,112番の2.116番の5 5,158番の1,5,158

番の2.5,159番の1 5,159番の2,5,160辞の1から5,160番の7まで,5.161番,5.162番の2,5,163

番の1 5163番の2 5202番の1 5,202番の2 5,203番の1から5,203番の16まで,5.203宙の23

5203番の26から5203市の28まで 5203解の36から5.203番の50まで.5244番の2 5,244番の3

5,245番の1 5246番の1 5,247番 5,248番 5,249溺この1 5,250番の1,5,251番の3 5252番の

1から5252番の4まで,5253藩の1 5.253帝の2.5,254番の1 5,255番の1 5.255番の2.5,256

番の1 5.256蔀の2,5.261番の1かL35261番の7まで.5.261番の9から5.261番の13まで 5,262蕗

の1 5.263番の2 5264啓の1 5264番の3 5.264番の5から5,264蕗の7まで.5,265番の1,

5.265番の2.5,266薪の1.5,267番の2を除く｡) 荏缶北-丁目 荏田北二丁目 荏田北三TE] 荏

田西一丁目 荏田西二丁目 荏田西三丁目 荏Fl酒 四丁目.荏田百五7-日 榎が丘 大域町‥憩田町.

柿の木台 樺台一丁目 性台二丁目 上谷本町 約志田町 鉄町.黒須田.桜台 さつきが丘.寺家FT

下谷本町,しらとり台 新石川一丁臥 新石川=T目,新石川三T臥 新石川四丁目,すすき野-T

El すすき野二丁目 すすき野三丁目 すみよし台 たちばな台一丁日 たちばな台二丁目.田奈町.

千ll:台 つつじが丘 奈良町.破介町 藤が丘IT目 藤が丘二 丁目 松風台.みたけ台,校山 もえ

ぎ野 元石川町 もみの木台 若塔台

池辺町 牛久保町 牛久保一丁目 牛久保二TEl 牛久保三丁目 牛久保西-T日 牛久保西二T臥

牛久保四三T臥 牛久保西四1-臥 荏田FT2番の1 2番の4,2布の6.2番の9 2番の10,4希

の1 5番 6番の1 7番の3,8番から10番まで.11希の1,11番の3 15番の1,15番の4,19

帝の2から19Flの4まで 20番の1､20Srの375lら20番の5まで 21辞の1 22怒.23番の1.28番の

3 36番の1 37番の1.38器の1 39市の1,40蘇,41薪の1から41番の3まで 42番の1から42番

の4まで 43番の甲,43番の2 44蔚 45藤の1,45番の2 46番から49番まで 50番の1,50番の

3 51番の1 51番の2.52軒の1 52器の2 53番,54帝の1 54番の2.55希の1から55辞の3ま

で 56欝の1.56辞の2,57番の1 57HTの2 58薪の1 58帝の2 59番の1.59醇の2,60番の1

から60番の3まで 61番の1 61番の2 62番の2 63番の2,64番の2 65番の2,66番の3 67番

の3 71番の3 74許の2から74番の4まで 75藤の1 75番の2.76番から88藤まで,89番の1 89

番の3 90番の1 95番の1 100鮪の1 101番,103番の3 104番の3 105番の2 105番の3

106番の1 106番の2 107乱 108番の2 109番の2 111番の2 112番の2,116番の5 5,158番

の1 5158番の2 5.159解の1､5159薪の2 5160布の1から5160番の7まで 5､161蘇.5,162

許の2 5163番の1 5.163番の2 5202番の1 5202有事の2 5203番の17わら5203番の16まで.

5203Hrの23 5.203辞の26から5,203番の28まで 5203番の36から5.203番の50まで 5244番の2､

5244薪の3,5.2LI5市の1 5246番の1 5247番.5248解.5.249市の1.5250務の1 5251番の

3 5252g.,J)1から5252蕗の4まで 5253番の1 5,253番の2 5,254番の1 5255欝の1 5255

番の2.5.256番の1.5.256番の2.5.261番の1から5.261番の7まで,5.261番の9から5,261番の13

まで,5.262番の1 5263番の2,5.264番の1,5,264番の3,5,264番の5から5.264番の7まで,

5,265番の1.5.265番の2 5.266番の1,5.267番の2,荏田束町.荏田文一T目.荏田東二丁目.荏

EE]束三TEl,荏田東匹T目,荏田南町,荏田南一丁日,荏田南二TEl,荏田南三丁目,荏田南四丁目,

荏田南五TF,大鵬町.大棚町.大丸.折本町,加ク!原-丁目,加賀原=丁 目.勝田町,勝田南IT月

,勝田南二丁目,川向町,川和台,川和町,北山EB町,北LLJEE]三丁目,北山田四丁目,北Lu田五丁目,

北山田六丁目,葛が谷,佐江戸町,奴並木,新巣町.すみれが丘.福山,茅ヶ崎町,茅ヶ崎東二TEl.

茅ヶ崎束三丁目,茅ヶ崎南-T目,茅ヶ崎南二丁目,茅ヶ崎南三TEl,茅ヶ崎南四TB,茅ヶ崎南五T

El.中川町,中川一丁日 中)"二丁目 中川三丁目,中川四丁目,中川五丁目.中川七丁目,長坂,仲

町台-T日,仲町台二丁目,仲町台三TEl.仲町台四丁目 仲町台五丁目.二の丸,早鮒一丁目.早捌

鑑 『
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緑区寺山町118番再 浜- 区役所 匡 - 区域

に改める｡

第 2粂 区の設置並びに区の事務所の位置,名称及び所

管区域 を定める条例の一部 を次のように改正するO

第3集の真位置の書謝中 ｢常葉区市ヶ尾町25番地の6

｣を ｢青葉区市ヶ尾町31番地の4｣に,｢都筑区茅ヶ
崎町2,031番地｣を ｢耶筑区茅ヶ崎町1,884番地｣に改

L/,-:､.I

附 則

(施行期 日)

1 この条例中,崩 1粂及び次項の規定は平成 6年11月

6日から,第2条の規定は規則で定める日から施行す

る｡

(横浜市港北区及び緑区の再編成にl葵け る条例等の廃

止)

2 次に掲げる条例は,廃止する｡

川 横浜市港北区及び緑区の再編成に関する条例 (辛

成4年12月横浜市条例第62号)

(21横浜市区役所支所設置条例 (昭和24年9月硫浜市

条例第45号)

(3) 港北ニュータウン建設区域内における区の区域並

びに区役所及び区役所支所の所管区域の特例に関す

る条例 (昭和58年6月横浜市条例第25-FJ)
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4 区の位置並びに区の事務所の位置,名称及び所管区域を
定める条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

横 浜 市 報 第206弓 平成6年9月22Er発行

第206号

横 浜 市 報
区の設促並びに区の中林所の位臥 名称及び所管区域を定める粂

例の一部を改正する条例の一部を改正する先例をここに公布する｡
平成6年9月22日

横浜市長 芯 秀 秀 信

7*浜市条例第37号

区の設旺並びに区の都城所の位想,名称及び所管区域を

定める条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

区の設置並びに区の邸務所の泣伍 名称及び所管区域を定める条

例の一部を改正する条例 (平成5年12月横浜市条例耶71号)の一部

を次のように改正するQ

第1粂区の設疋並びに区の中城所の位置,名称及び所管区域を淀

める条例第2集の改正規定のうち,義軍11築区の項中 ｢ 5158番の

1 5.158番の2,5159番の1,5159番の2.5160番の1から

5,160番の7まで.5,161嵐 5.162番の2,5163番の 1.5,163番

の2.5,202番の1 5.202番の2 5,203番の1から5203番の16ま

で.5,203番の23,5,203番の26から5203番の28まで.5,203番の36

から5.203番の50まで 5244番の2 5244番の3 5245番の1

.5.246番の1 5247番 5,248番,5.249番の1 5,250番の 1.

5.251番の3,5,252番の1から5,252番の4まで. 5,253番の1,

5,253番の2,5.254番の1,5.255番の1.5.255着の2.5,256番

の 1 5,256番の2.5261番の1から 5.261番の7まで, 5,261番

の9から5.261番の13まで,5.262番の1.5,263番の2.5.264番の

1.5.264番の3 5264番の5かL'5,264番の7まで,5.265番の1

.5,265番の2,5266番の1.5,267番の2｣を削り,同表都筑区

の項中 ｢牛久保西四丁目｣の次に ｢,牛久保東一丁日.牛久保東二

丁目｣を加え.｢,5,158番の1,5,158番の2,5.159番の1.5.159

番の2,5.160番の1から5,160番の7まで,5,161番.5,162番の2

,5,163番の 1,5,163番の2.5,202番の1.5,202番の2,5.203

番の1から5.203番の16まで,5.203番の23,5.203番の26から5.203

番の28まで,5.203番の36から5,203番の50まで.5.244番の2,5,244

番の3,5.245番の1,5.246番の 1,5.247番,5,248番.5.249番

の1.5,250番の1,5,251番の3.5,252番の1から5.252番の4ま

で.5,253番の1.5,253番の2,5,254番の1,5,255番の1,5.255

番の2.5,256番の1,5.256番の2,5,261番の1から5.261番の丁

まで 5,261番の9から5261番の13まで,5,262番の1.5,263番の

横浜市中区港町1丁目1番地

横 浜 市 役 所

2.5.264番の 1,5.264番の3 5,264番の5から5,264番の7まで

.5,265番の1.5,265番の2,5.266番の1.5,267番の2｣を削り

.｢北山田町｣の次に ｢,北山田一TB.北山EE]二丁目｣を,｢茅ヶ
崎町｣の次に ｢.茅ヶ崎中央｣を.｢中川七丁目｣の次に ｢,中川

中央-TEl｣を,｢南山EE-丁目｣の次に ｢,南山田二丁目｣を加

える｡

附 則

この条例は,平成6年11月6日から施行する｡

区の設怒並びに区の都耕所の位鳳 名称及び所管区域を定める条

例の一部を改正する条例の一部を改正する条例をここに公布する｡

平成6年9月22日

横浜市長 柘 秀 秀 信

横浜市条例第38号

区の設旺並びに区の亦務所の位乱 名称及び所管区域を

定める条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

区の設置並びに区の中城所の位軋 名称及び所管区域を定める条

例の一部を改正する条例 (平成5年12月横浜市条例第71号)の一部

を次のように改正する｡
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